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市民の願いがかなう
南九州のリーディングシティ

●都城リハビリテーション学院開校　●市税などの納期限　ほか
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◎「３つの宝」をより一層輝かす !
　①「農林畜産業」の振興
　②「地の利」の拡大
　③「人間力あふれる子どもたち」の育成
◎重要施策の推進 !
◎市民サービスの更なる向上 !
◎「肉と焼酎のふるさと・都城」
　の対外的PRの更なる推進 !

“南九州の拠点都市＝
  リーディングシティ”の確立 !

“笑顔あふれるまち＝
  スマイルシティ都城”の実現 !

◎マニフェストを踏まえた予算配分
●一般会計：786.3億円（前年度比▲ 2.3%）

※整備完了の中心市街地中核施設整備支援事業（25.9億円）
　北消防署移転建設事業（6.7億円）を除くと実質 1.9％増
特別会計：429.4億円（同▲6.8%）
企業会計：104.3億円（同 1.4%増）
全 会 計：1,320.0 億円（同▲3.5%）

◎財政健全化は引き続き堅持
●市債残高の純減（既発行債の繰上償還など）
平成17年度末：1,321億円

平成30年度末：1,075億円（▲ 246億円）

●本市負担の低い市債（臨財債＋合特債）へのシフト
平成17年度末：8％

平成30年度末：53％
（臨財債＋合特債）／市債残高

本市の実質的な返済額の低減 !

　平成30年度当初予算が成立しました。今回は、
予算の概要と新年度新たに取り組む事業などを紹
介します。	

◎問い合わせ　財政課　☎23-2113

スマイルシティ都城

実行予算
平
成
30
年
度
当
初
予
算
の

基
本
的
な
考
え
方

市
で
は
〝
南
九
州
の
拠
点
都
市

＝
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
〟
の
確

立
と
〝
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
＝
ス

マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都
城
〟
の
実
現
を

目
指
し
た
予
算
を
編
成
。
本
市
が

持
つ
「
３
つ
の
宝
」
を
よ
り
一
層

輝
か
せ
る
た
め
の
事
業
や
子
ど
も

子
育
て
支
援
な
ど
の
重
要
施
策
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
、

〝
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城
〟

を
対
外
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
に
重

点
的
に
予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
当
初
予
算
の
概
要

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
７
８
６
億
３
千
万
円
で

前
年
度
に
比
べ
18
億
３
千
万
円
の

減
額
。
ま
た
、
全
て
の
会
計
の
予

算
総
額
は
１
、３
１
９
億
９
、５
３

２
万
円
で
、47
億
９
、５
７
３
万
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
30
年
度
末
の
市
債

残
高
見
込
み
額
は
、
合
併
直
後
の

平
成
17
年
度
末
に
比
べ
て
２
４
６

億
円
減
少
し
、１
、０
７
５
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
の
負
担
割
合

の
低
い
地
方
債
を
活
用
す
る
こ
と

で
実
質
的
な
返
済
額
を
低
減
す
る

な
ど
、
着
実
に
財
政
健
全
化
を
進

め
て
い
ま
す
。

平成30年度予算編成の
基本的な考え方

平成30年度当初予算の姿
～スマイルシティ都城・実行予算～
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平成30年度当初予算
予算の内訳

歳入歳出総額     786億3,000万円
（対前年度比2.3％減）

●農林水産業費…農林業の振興や生産基盤整備などの経費　●商工費…観光や企業誘致など、商業や工業の振興に要する経費

●市債…建設事業や災害復旧事業などの財源となる借入金　　●扶助費…生活保護や児童・高齢者福祉事業などに要する経費

平成30年度 一般会計当初予算

目的別に見た歳出の状況（一般会計）

歳入
786.3億円

国県支出金
199.6億円
25.4%

市税
184.9億円
23.5%

地方交付税
158.9億円
20.２%

繰入金
87.6億円
11.2%

その他
97.7億円
12.4%

市債
57.6億円
7.3%

歳出
786.3億円

扶助費
217.1億円
27.6%

人件費
108.9億円
13.9%

公債費
83.3億円
10.6%

普通建設
事業費
91.9億円
11.7%

物件費
133.3億円
17.0%

その他
151.8億円
19.2%

歳出（款別）
786.3億円

民生費
322.6億円

41.0%

総務費
99.3億円
12.6%

公債費
83.3億円
10.6%

土木費
72.5億円

9.2%

農林水産業費
46.1億円 5.9%

商工費
32.9億円 4.2%

その他
26.1億円 3.3%

衛生費
50.0億円 6.4%

教育費
53.5億円 6.8%

民生費
福祉全般

障がい者や高齢者の福祉
サービス、子育て支援、
生活保護などの経費

公債費
市債の返済

市が発行した市債（借金）
返済のための経費

教育費
教育の充実

教育や文化財保護、スポー
ツ振興などの経費

総務費
全般的な管理

庁舎などの管理や課税、
戸籍、選挙などの経費

土木費
社会基盤の整備

道路や公園などの建設や
維持管理に要する経費

衛生費
生活環境の維持・改善
保健衛生やごみ収集、公
害対策などの経費
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市の財政を月額20万円の家計に例えると
都城市の家計簿

今後も引き続き財政健全化に努めます!
本市の財政健全化４指標の数値

指　標 内　容 平成28年度決算 早期健全化基準※ 1 財政再生基準※ 2

実質赤字比率 一般会計を中心とした赤字の割合 赤字なし 11.4% 20.0％以上

連結実質赤字比率 一般会計のほか、特別・企業会計も含
めた全会計の赤字の割合 赤字なし 16.4% 30.0%以上

実質公債費比率 市の平均的な年間収入に対する借金返
済額の割合 5.1％ 25.0% 35.0%以上

将来負担比率 市の平均的な年間収入に対して将来に
負担が見込まれる負債（借金）の割合 将来の負担なし 350.0%

※１、２…この基準を超えると国の定めにより、財政健全化または財政再生に向けた取り組みが必要となる

本市の財政健全度

市債残高の推移

0
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400
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800

1000
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1400
（億円） 市債残高の純減 !

（▲246億円）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

臨財債
合特債
その他

※平成29・30年度は見込み

1,215.7 1,168.7 1,104.2 1,033.0 962.9 894.7 816.4 747.7 695.1 651.7 603.6 565.9 531.2 507.1

7.6
57.2

75.0
93.8

104.5
134.6

190.5 243.0
249.2 246.5

268.5

121.2 133.7
143.4

160.8 191.2
212.9 250.5 267.5 281.3 288.0 292.6

105

159.7

232.9

271.0

296.4

残高の34％

残高の8％

残高の53％本市負担の低い市債へ

0

1,320.7

1,074.5

負担割合の低い
市債（臨時財政対策債・合併特例債）
へシフト
新規の借入金は、市の負担割合

の低い地方債を積極的に活用する
ことで、市の実質的な借金を減ら
しています。
●臨時財政対策債
地方交付税の代わりに市が発行

できる地方債で、借入金の元金と
利子は、後年度に100％地方交付
税で措置されます。
●合併特例債
合併後15年間発行できる地方債

で、借入金の元金と利子は、後年
度に70％が地方交付税で措置され
ます。

「３つの宝」を
より一層輝かす！
：新規事業　 ：拡充事業
：ふるさと納税活用事業

収　入
項　　目 金　額 割　合

給与

うち基本給（市税など） 71,859円 35.9％

うち諸手当（国県支出金、
地方交付税など）

91,194円 45.6％

預貯金の取り崩し（繰入金） 22,293円 11.2％

ローン借り入れ（市債） 14,654円 7.3％

支　出
項　　目 金  額 割　合

食費（人件費） 27,708円 13.9%

医療費、保育料（扶助費） 55,232円 27.6%

光熱水費、日用雑貨など（物件費） 33,914円 17.0%

家の修理、車の購入など（投資的経費、維持補修費） 25,192円 12.6%

子どもへの仕送りなど（繰出金、貸付金、補助金など） 36,723円 18.3%

ローン返済（公債費） 21,181円 10.6%

預貯金（積立金） 50円 0.0%
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◎
母
智
丘
通
線

【
予
算
額　

９
、０
０
０
万
円
】

都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地

桜
木
地
区
整
備
事
業

【
予
算
額　

７
億
９
０
５
万
円
】

後
方
支
援
拠
点
都
市
推
進
事
業

【
予
算
額　

２
７
９
万
円
】

災
害
対
応
力
の
向
上
と
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
を
図
る
た

め
に
、
県
南
部
10
市
町

協
議
会
と
防
災
関
係
機

関
と
の
実
働
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

災
害
対
策
本
部
室
整
備
事
業

【
予
算
額　

７
２
８
万
円
】

「
人
間
力
あ
ふ
れ
る

子
ど
も
た
ち
」の
育
成　

学
力
向
上
対
策
事
業

◎
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業

【
予
算
額　

４
、７
１
２
万
円
】

市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
の
教
室
と

理
科
室
に
大
型
テ
レ
ビ
と
書
画
カ
メ
ラ

を
設
置
。
モ
デ
ル
校
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
導
入
し
、
主
体
的
・
意
欲
的
な

授
業
を
支
援
し
ま
す
。

◎
小
学
校
学
力
向
上
対
策
事
業

【
予
算
額　

４
、２
５
１
万
円
】

農
林
畜
産
業
後
継
者
対
策

◎
農
業
高
校
と
連
携
し
た
地
域
人
材
育
成
事
業

【
予
算
額　

97
万
円
】

◎
新
規
就
農
者
ハ
ウ
ス
設
置
支
援
事
業

【
予
算
額　

３
０
０
万
円
】

畜
産
競
争
力
強
化
整
備
事
業

【
予
算
額　

12
億
５
、３
２
７
万
円
】

養
鶏
農
家
生
産
向
上
緊
急
支
援
事
業

【
予
算
額　

１
、１
７
６
万
円
】

し
い
た
け
等
生
産
振
興
総
合
対
策
事
業

【
予
算
額　

１
５
０
万
円
】

竹
笹
サ
イ
レ
ー
ジ
普
及
促
進
事
業

【
予
算
額　

３
３
８
万
円
】

「
地
の
利
」の
拡
大

都
城
志
布
志
道
路
整
備
関
連
事
業

【
予
算
額　

６
、９
５
９
万
円
】

基
幹
道
路
等
の
整
備

◎
街
区
三
股
線

【
予
算
額　

１
億
８
、９
４
５
万
円
】

◎
鷹
尾
上
長
飯
通
線

【
予
算
額　

１
億
８
、６
３
９
万
円
】

◎
甲
斐
元
通
線
（
歌
舞
伎
橋
）

【
予
算
額　

２
億
５
、２
５
５
万
円
】

◎
鷹
尾
都
原
線

【
予
算
額　

１
億
5
、０
０
０
万
円
】

「
農
林
畜
産
業
」の
振
興

〝
都
城
の
食
品
〟
販
路
開
拓
支
援
事
業

【
予
算
額　

１
、０
２
１
万
円
】

ア
ジ
ア
最
大
級
の
食
品
輸
出
展
「
輸

出
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
へ
の
出
展
経
費
な
ど
を

補
助
。
本
市
の
企
業
が
海
外
販
路
を
拡

大
す
る
た
め
の
機
会
を
支
援
し
ま
す
。

６
次
産
業
化
推
進
事
業

【
予
算
額　

７
、２
２
４
万
円
】

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
対
策
事
業

【
予
算
額　

２
４
５
万
円
】

肉
用
牛
担
い
手
農
家
支
援
事
業

【
予
算
額　

１
、８
５
０
万
円
】

◎
小
中
一
貫
学
力
向
上
研
究
指
定
事
業

【
予
算
額　

１
６
９
万
円
】

◎
中
学
校
教
員
業
務
支
援
事
業

【
予
算
額　

１
２
６
万
円
】

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
語
学
指
導
事
業

【
予
算
額　

５
、２
２
４
万
円
】

中
学
生
海
外
交
流
事
業

【
予
算
額　

８
６
１
万
円
】

小
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業

【
予
算
額　

１
、７
５
６
万
円
】

移
動
図
書
館
車（
く
れ
よ
ん
号
）更
新
事
業

【
予
算
額　

２
、２
４
４
万
円
】

み
や
こ
ん
じ
ょ

ジ
ュ
ニ
ア
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
事
業

【
予
算
額　

４
２
５
万
円
】

地
場
産
物「
ふ
る
さ
と
給
食
」提
供
事
業

【
予
算
額　

５
７
５
万
円
】

美
術
館
特
別
展「
平
山
郁
夫
展（
仮
称
）」

【
予
算
額　

１
、５
０
０
万
円
】

明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
事
業

【
予
算
額　

１
５
２
万
円
】

都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展
開
催
事
業

【
予
算
額　

５
５
５
万
円
】

平成30年度当初予算
「３つの宝」をより一層輝かす！

「３つの宝」を
より一層輝かす！
：新規事業　 ：拡充事業
：ふるさと納税活用事業
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中心市街地の活性化
　平成26年度から
計画・整備を進め
てきた中心市街地
中核施設「M

ま る

allm
ま る

all」
の公共施設部分が、
4月28日㈯にオー

プン！　各種イベントなどを開催しながら、人材
育成支援事業などの補助事業や、再生機運を高め
る再生プラン事業などにも取り組み、まちなかの
活性化を実現します。

中核施設開館記念事業
【予算額　708 万円】

中心市街地再生プラン事業
【予算額　１億3,320万円】

まちなか活性化プラン事業
【予算額　5,248万円】

公民連携のリノベーションまちづくり事業
【予算額　1,778万円】

　子ども・子育て支援や仕事と子育ての両立支援、市民の健康増進、中心市街地の活性化、
地域活性化などの重要施策と併せて、市民サービスの更なる向上に全力で取り組みます。

子
ど
も
の
未
来
応
援
事
業

◎
子
ど
も
の
生
活
・
学
習
支
援
事
業

【
予
算
額　

１
、３
２
９
万
円
】

生
活
・
学
習
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
都
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
置
。

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
子
ど
も
に
対

し
、
相
談
や
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
習

得
支
援
、
学
習
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と

で
、
生
活
向
上
を
図
り
ま
す
。

◎
新
入
学
児
童
生
徒
の

　

学
用
品
費
の
前
倒
し
支
給

【
予
算
額　

１
、６
１
２
万
円
】

◎
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

　

児
童
養
護
施
設
等
へ
の
返
礼

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

【
予
算
額　

３
億
７
、８
７
８
万
円
】

予
防
接
種
費

【
予
算
額　

３
億
７
、７
２
３
万
円
】

子
育
て
世
代
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
（
ぷ
れ
ぴ
か
）

【
予
算
額　

４
、９
２
４
万
円
】

新
保
健
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念
講
演
会

【
予
算
額　

20
万
円
】

小
規
模
保
育
所
推
進
事
業

【
予
算
額　

２
億
８
、６
３
６
万
円
】

妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
周
産
期
医
療

体
制
を
生
か
し
、
妊

娠
か
ら
出
産
、
子
育

て
期
ま
で
切
れ
目
な

い
支
援
を
実
施
し
ま

す
。

◎
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

【
予
算
額　

４
３
５
万
円
】

◎
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
（
宮
崎
県
助
産
師
会
委
託
事
業
）

【
予
算
額　

47
万
円
】

◎
産
婦
健
康
診
査

【
予
算
額　

７
７
６
万
円
】

◎
周
産
期
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

【
予
算
額　

39
万
円
】

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
推
進
事
業

【
予
算
額　

５
億
４
、０
０
４
万
円
】

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
７
カ
所
追
加

設
置
し
、
市
直
営
と
委
託
を
合
わ
せ
て

66
カ
所
を
開

設
。
子
育
て

家
庭
を
強
力

に
支
援
し
ま

す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

【
予
算
額　

９
３
０
万
円
】

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

 

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援

重要施策の推進！
市民サービスの更なる向上！

と
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産
学
官
連
携
！

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業

【
予
算
額　

ゼ
ロ
円
】

地
元
企
業
で
働

く
人
を
講
師
と
し

て
小
・
中
学
校
に

派
遣
し
、
若
年
層

の「
地
元
で
働
く
」

意
識
を
醸
成
し
ま

す
。

企
業
巡
見
推
進
事
業

【
予
算
額　

３
３
０
万
円
】

移
住
・
定
住

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
推
進
事
業

【
予
算
額　

４
２
１
万
円
】

平成30年度当初予算
重要施策の推進！と市民サービスの更なる向上！

こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座

【
予
算
額　

９
１
５
万
円
】

講
座
の
開
催
箇

所
数
を
さ
ら
に
増

や
し
、
高
齢
者
の

寝
た
き
り
や
閉
じ

こ
も
り
な
ど
の
解

消
を
図
り
ま
す
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）

予
防
連
携
事
業【

予
算
額　

７
万
円
】

人
工
透
析
導
入
の
原
因
で
あ
る
Ｃ
Ｋ

Ｄ
の
予
防
の
た
め
に
、
か
か
り
つ
け
医

と
腎
臓
専
門
医
を
つ
な
ぐ
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
予

防
連
携
医
」
を
認
定
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
重
症

化
予
防
を
図
り
ま
す
。

地
域
活
性
化
事
業

市
内
の
各
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
実

施
す
る
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

支
援
し
ま
す
。

◎
平
成
30
年
度
に
実
施
す
る
主
な
事
業

・
横
市
地
区
要
介
護
化
を
予
防
す
る
事
業

・
い
わ
よ
し
食
堂
事
業
（
祝
吉
地
区
）

・
地
域
文
化
活
性
化
事
業（
沖
水
地
区
）

・
交
通
安
全
活
動
推
進
事
業（
志
和
池
地
区
）

・「
安
久
節
」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
事

業
（
中
郷
地
区
）�

・
夜
の
昆
虫
採
集
カ
ブ
ト
ム
シ
相
撲
大

会
事
業
（
山
之
口
地
区
）

・「
石
川
理
紀
之
助
」交
流
事
業（
山
田
地
区
）

・
高
崎
地
区
縁
結
び
促
進
事
業

窓口レイアウト改善事業
【予算額　9,943万円】

市役所本館 1階と 2階の窓口レイアウ
トを一新。市民
の皆さんに分か
りやすく、居心
地の良い窓口へ
改修します。

総合文化ホール
障がい者用駐車場屋根設置事業

【予算額　1,392万円】

合葬墓整備事業（上長飯霊地公園）
【予算額　200万円】

墓地利用者の要望に沿い、墓の準備費
用が抑えられ清掃などの管理が必要のな
い“合葬墓”を上長飯霊地公園に整備。

住宅用火災警報器設置推進事業
【予算額　1,549万円】

住宅用火災警報器１個に対して、安心
クーポン券（500円）を配布。警報器の設
置率100％を目指します。

地域安全対策事業
（防犯灯設置等補助金）

【予算額　2,436万円】
自治公民館などが管理するLED灯の
設置に係る経費の補助を拡充します。

移
住
・
U
Ｉ
J
タ
ー
ン
就
職
座
談
会

【
予
算
額　

１
、２
９
５
万
円
】

転
職
応
援
補
助
金

【
予
算
額　

１
、１
０
０
万
円
】

移
住
・
定
住
人
材
確
保
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業

【
予
算
額　

１
８
９
万
円
】

移
住
・
定
住
推
進
事
業

【
予
算
額　

３
０
１
万
円
】

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
創
生
！

移
住
・
定
住
推
進
事
業

【
予
算
額　

４
３
５
万
円
】

採
用
力
Ｕ
Ｐ
実
務
セ
ミ
ナ
ー
、

中
小
企
業
等
若
手
社
員
合
同
研
修
会

【
予
算
額　

１
２
０
万
円
】

 

市
民
の
健
康
増
進

 

移
住
・
定
住
の
推
進

 

地
域
の
活
性
化

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
事
業

【
予
算
額　

２
、０
３
３
万
円
】

新
た
に
２
人
を
増
員
し
、
６
人
の
隊

員
が
、
施
設
を
活
用
し
た
地
域
振
興
や

観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
取
り
組
み
、
地
域
活

性
化
を
強
力
に
後
押
し
し
ま
す
。

事業の仕組み

対象地区　市内全15地区

総額1億5,000万円

地域振興基金
〈4年分をまとめて積立〉

事業年度　平成29～32年度

財源 権限

権限と財源の
移譲

まち協・
地域住民など

地域振興基金の
取り崩し

自ら考え提案
・地域の課題
・地域の
　活性化策

地域活性化事業に着手

1,000万円（4年総額）×15地区

市民サービスの
更なる向上!
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合
宿
誘
致
推
進
対
策

【
予
算
額　

２
、４
７
４
万
円
】

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
や
文
化
合
宿
な

ど
を
積
極
的
に
誘
致
。
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

観
音
池
公
園
整
備
事
業

【
予
算
額　

３
、２
２
０
万
円
】

平
成
32
年
度
ま
で
に
、
観
音
池
公
園

の
桜
を
倍
増
。
併
せ
て
、
県
内
唯
一
の

観
覧
車
の
塗
装
や
修
繕
を
行
い
、
観
光

名
所
と
し
て
の
同
公
園
の
魅
力
を
高
め

ま
す
。

ミ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

【
予
算
額　

３
、１
５
６
万
円
】

ふ
る
さ
と
納
税
日
本
一
に
輝
い
た
本

市
が
誇
る
「
肉
と
焼
酎
」
を
素
材
に
、

観
光
客
が
都
城
を
訪
れ
、
本
物
の
「
肉

と
焼
酎
」
に
出
会
う
体
験
「
ミ
ー
ト
ツ

ー
リ
ズ
ム
」
を
推
進
。
福
岡
の
消
費
者

を
対
象
と
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
や
、

昨
年
度
完
成
し
た
「
グ
ラ
ン
ド
メ
ニ
ュ

ー
」
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
、「
肉

と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城
」
の
魅
力

を
市
外
に
発
信
し
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
事
業

【
予
算
額　

７
７
０
万
円
】

外
国
人
観
光
客
と
し
て
最
も
多
く
本

市
に
訪
れ
て
い
る
台
湾
を
メ
イ
ン
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、観
光
関
係
者
な
ど
へ
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
。
来
訪
者
と
観
光

消
費
の
さ
ら
な
る
増
加
を
図
り
ま
す
。

　平成27・28年度の寄附件数・寄附金額が日本一となったふるさと納税をはじめ、東京
モノレールの車内広告や博多駅デジタルサイネージなど、さまざまな媒体を活用して、
より一層、本市の魅力を全国にＰＲします。

“肉と焼酎のふるさと・都城”の
対外的ＰＲの更なる推進！

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

【
予
算
額　

34
億
９
、５
５
８
万
円
】

「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城
」

に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ
る
特
産
品
を
返

礼
品
と
し
て
寄
附
者
に
贈
る
こ
と
で
、

本
市
の
Ｐ
Ｒ
と
地
場
産
業
の
振
興
に
つ

な
げ
ま
す
。
ま
た
、
都
市
部
で
の
啓
発

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、
本
市
の
ふ

る
さ
と
納
税
を
広
く
周
知
し
ま
す
。

「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城
」

推
進
事
業【予

算
額　

４
、０
０
３
万
円
】

東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
車
両
で
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
や
、首
都
圏
で
の
看
板
設
置
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
「
肉
と
焼
酎
の
ふ

る
さ
と
・
都
城
」
を
Ｐ
Ｒ
。
今
年
度
は

新
た
に
博
多
駅
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
を
活
用
し
、
本
市
の
知
名
度
を
高
め

る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

 

〝
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城
〟の
対
外
的
Ｐ
Ｒ
の
更
な
る
推
進
！
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大
岩
田
最
終
処
分
場
埋
立
地
有
効
活
用
事
業

【
予
算
額　

４
億
８
、３
４
８
万
円
】

早
水
公
園
整
備
事
業

（
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
・
武
道
場
等
）

【
予
算
額　

12
億
８
、７
０
３
万
円
】

10
月
に
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
と
武
道
館

の
供
用
を
開
始
。

県
や
全
国
規
模
の

競
技
大
会
の
誘
致

を
図
り
ま
す
。

都
城
運
動
公
園
整
備
事
業（
野
球
場
）

【
予
算
額　

１
億
８
、６
０
２
万
円
】

昨年 9月、2026年度国民体育大会宮崎大会
に向けて、県立陸上競技場を本市に整備する
ことを宮崎県が決定しました。
今年度は、競技場用地となる山之口運動公
園周辺の測量調査などを行い、整備に向けて
の準備を県と一体となって進めます。

山之口運動公園整備事業　
【予算額　3,769万円】

　平成29年度（平成29年４月～12月）は、全国の皆さんから65億2,533万円の寄附金をいただきました。
寄附金は「都城市ふるさと応援基金」に積み立て、寄附者が指定した次の７つのメニューに活用します。

地
区
公
民
館
建
設
事
業

◎
庄
内
地
区
公
民
館
建
設
事
業

【
予
算
額　

４
、９
８
９
万
円
】

◎
沖
水
地
区
公
民
館
建
設
事
業

【
予
算
額　

２
億
７
、３
０
２
万
円
】

◎
志
和
池
地
区
公
民
館
建
設
事
業

【
予
算
額　

１
億
３
２
６
万
円
】

◎
祝
吉
地
区
公
民
館
建
設
事
業

【
予
算
額　

３
億
５
１
８
万
円
】

山
田
総
合
支
所
複
合
施
設
整
備
事
業

【
予
算
額　

９
０
８
万
円
】

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー
の
１
階
に
総
合

支
所
機
能
を
集
約
。
利
便
性
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

ふるさと納税を市政運営に活用

〈寄附目的〉

寄
附
者

○子ども支援
○まちづくり支援
○環境支援
○スポーツ・文化振興支援
○長寿支援
○災害対策支援
○人口減少対策支援
●指定なし（市長におまかせ）

○目的指定あり
寄　附

●目的指定なし
寄　附

寄附目的に沿った事業に活用

各種事業に活用

基金に積み立て（将来の事業に活用）

当初予算における活用額　52億円 ※残りの約13億円は、今後の補正予算で活用を予定しています

寄附目的 事業数 活用額
子ども支援 61 15.9億円

まちづくり支援 7 2.2億円

環境支援 16 4.5億円

スポーツ・文化振興支援 16 1.5億円

寄附目的 事業数 活用額
長寿支援 7 2.6億円

災害対策支援 14 2.3億円

人口減少対策支援 12 3.3億円

指定なし 117 19.7億円

平成30年度当初予算
“肉と焼酎のふるさと・都城”の対外的PRの更なる推進!

 

そ
の
他
特
色
あ
る
主
な
事
業

県立陸上競技場を
山之口町に整備
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理学療法士を養成する
「都城リハビリテーション学院」が開校！

　県内で初めてとなる４年制の理学療法士養成専門学校が、大岩田町
の市郡医師会病院跡地に開校しました。今回は、同校の概要と果たす役
割などを紹介します。　　　   ◎問い合わせ　総合政策課　☎23-7161

学
院
の
概
要

●
所
在
地　

大
岩
田
町
５
８
２
２

－

９

●
学
校
種　

４
年
制
専
門
学
校

●
学
科　

理
学
療
法
学
科

●
定
員　

学
年
当
た
り
40
人

●
そ
の
他　

男
女
共
学
、
全
日
制

日
常
生
活
の
自
立
を
支
援
す
る

理
学
療
法
士

　

患
者
の
身
体
機
能
の
改
善
や
社
会
復

帰
に
向
け
た
治
療
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

理
学
療
法
士
。「
起
き
上
が
る
」「
立
ち

上
が
る
」「
歩
く
」
な
ど
の
日
常
生
活

の
基
本
動
作
の
改
善
を
支
援
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
関
節
可
動
域
の
拡
大
や
筋
力

強
化
、
麻
痺
の
回
復
、
痛
み
の
軽
減
な

ど
運
動
機
能
に
直
接
働
き
か
け
る
治
療

法
か
ら
、
動
作
練
習
、
歩
行
練
習
な
ど

の
運
動
能
力
の
向
上
を
目
指
す
治
療
法

ま
で
、日
常
生
活
の
自
立
を
促
し
ま
す
。

開
校
の
目
的

　

都
城
コ
ア
学
園
は
、
昭
和
63
年
に
本

市
と
の
公
私
協
力
方
式
に
よ
り
開
校
し

て
以
降
、
多
く
の
卒
業
生
を
都
城
圏
域

へ
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。 

　

そ
し
て
今
回
、
県
内
初
と
な
る
４
年

制
の
理
学
療
法
士
養
成
専
門
学
校
「
都

城
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
」
を
開

校
。
質
の
高
い
理
学
療
法
士
を
育
成
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
医
療
・
福
祉
・
保

健
の
充
実
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
若

西都城駅

都城市役所

都城
聖ドミニコ学園
高等学校

10

269

222
109

者
の
地
元
定
住
を
促
し
、
圏
域
の
活
性

化
に
も
寄
与
し
ま
す
。

４
年
制
の
メ
リ
ッ
ト

　

日
本
理
学
療
法
士
協
会
は
、
４
年
制

教
育
を
推
奨
し
て
い
て
、
４
年
制
教
育

で
は
、
次
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

○�

4
年
生
大
学
卒
業
と
同
等
の
「
高
度

専
門
士
」
の
資
格
が
得
ら
れ
ま
す

○�

豊
富
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
、
実

践
的
な
技
術
が
習
得
で
き
、
就
職
後

も
有
利
で
す

○�

３
年
制
と
比
較
し
て
段
階
的
に
深
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
給
与
面
で
は
大

学
卒
業
と
同
じ
扱
い
と
な
り
ま
す

　理学療法士は、病院・診療所や福祉施
設などで活躍していて、身体機能維持や
向上、健康管理のために、その人に合っ
た治療法をアドバイスする役割を担って
います。
　しかし、理学療法士の確保は困難な状
況にあります。都城リハビリテーション
学院が開校したことで、質の高い理学療

法士が育成され、地域医療や福祉、保健がより一層充実す
ることを期待しています。　

質の高い療法士の育成を期待しています!

都城市郡医師会
会長　飯田正幸さん

インタビュー

市郡医師会病院跡地
都城リハビリテーション学院
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保 存 版 都城市
平成30年度　市税などの納期限・口座振替日一覧表（普通徴収分）

年月　
種類 固定資産税 軽自動車税 市県民税 国民健康

保険税
後期高齢者
医療保険料 介護保険料

平
成
30
年

4月 1期
５月1日㈫

5月 1期
５月31日㈭

6月 1期
7月2日㈪

1期
7月2日㈪

7月 2期
7月31日㈫

2期
7月31日㈫

1期
7月31日㈫

1期
7月31日㈫

8月 2期
８月31日㈮

3期
８月31日㈮

2期
８月31日㈮

2期
８月31日㈮

9月 4期
10月1日㈪

3期
10月1日㈪

3期
10月1日㈪

10月 3期
10月31日㈬

5期
10月31日㈬

4期
10月31日㈬

4期
10月31日㈬

11月 6期
11月30日㈮

5期
11月30日㈮

5期
11月30日㈮

12月 3期
12月25日㈫

7期
12月25日㈫

6期
12月25日㈫

6期
12月25日㈫

平
成
31
年

1月 4期
1月31日㈭

8期
1月31日㈭

7期
1月31日㈭

7期
1月31日㈭

2月 4期
2月28日㈭

9期
2月28日㈭

8期
2月28日㈭

8期
2月28日㈭

3月 10期
4月1日㈪

課税内容に関する
問い合わせ先

資産税課
☎23-2124

市民税課
☎23-2123

保険年金課（国保担当）
☎23-2642 介護保険課

☎23-2596納付に関する
問い合わせ先

納税管理課
☎23-2126

保険年金課（収納担当）
☎23-7144

※「納期限」「口座振替日」は、納付月の末日（12月は25日）です。ただし、土・日曜日や祝日の場合は、これらの日の翌日が納期
限となります

※同じ月に 2 度の納期限が設定される月（平成30年度は５月・７月・10月）があります。計画的な納付の準備をお願いします

納
付
場
所

●
金
融
機
関
の
窓
口

宮
崎
銀
行
、
鹿
児
島
銀
行
、
宮
崎
太

陽
銀
行
、南
日
本
銀
行
、西
日
本
シ
テ
ィ

銀
行
、
宮
崎
都
城
信
用
金
庫
、
九
州
労

働
金
庫
、
都
城
農
業
協
同
組
合

●
沖
縄
県
を
除
く
九
州
内
の
郵
便
局
・

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
納
期
限
後
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん

●
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
取

扱
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書
、
30
万
円

以
上
の
納
付
書
は
、
取
り
扱
い
で
き

ま
せ
ん

●
市
役
所
、
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市

　

民
セ
ン
タ
ー

税
・
保
険
料
の
納
付
は
、

便
利
な
口
座
振
替
で
！

口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
の
窓
口

に
預
貯
金
通
帳
と
届
け
出
印
お
よ
び

納
税
（
納
付
）
通
知
書
を
持
参
し
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
始
の
時
期

口
座
振
替
は
、
申
し
込
み
月
の
翌

月
末
以
降
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
月

末
に
申
し
込
む
と
、
翌
々
月
末
か
ら

始
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
結
果
の
確
認

　

預
貯
金
通
帳
を
記
帳
し
て
確
認
く

だ
さ
い
。

〈
切
り
取
り
線
〉

11 Miyakonojo City Public Relations 2018.4



寄
せ
ら
れ
た
意
見

・
丁
寧
な
応
対
だ
っ
た

・
分
か
り
や
す
い
説
明
だ
っ
た

・
対
応
が
遅
い

・
立
っ
て
お
客
様
を
迎
え
る
べ
き
だ

・
説
明
が
威
圧
的
だ
っ
た

（
接
遇
以
外
の
意
見
）

・
駐
車
場
の
出
入
り
口
な
ど
で
逆
走
す

　

る
車
が
い
て
危
険

接
遇
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
通
じ
て

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、「
満
足
」

「
や
や
満
足
」
の
回
答
が
７
割
を
超
え

て
い
ま
す
。
意
見
と
し
て
は
「
優
し
く

説
明
し
て
も
ら
え
た
」「
親
切
に
対
応

を
し
て
く
れ
た
」
な
ど
、
職
員
の
応
対

を
評
価
す
る
意
見
が
あ
る
一
方
、
対
応

の
ス
ピ
ー
ド
や
職
員
の
説
明
の
仕
方
・

身
だ
し
な
み
な
ど
に
つ
い
て
指
摘
す
る

意
見
も
あ
り
、
今
後
改
善
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
指
摘
の
あ
っ

た
内
容
を
踏
ま

え
、
さ
ら
な
る

市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
の
た
め
、

今
後
も
接
遇
研

修
な
ど
を
実
施

し
、
職
員
の
接

遇
向
上
に
努
め

ま
す
。

全
職
員
に
接
遇
研
修
を
実
施

　

昨
年
度
、
全
職
員
に
あ
い
さ
つ
や
所

作
・
マ
ナ
ー
な
ど
、
接
遇
の
基
本
的
な

内
容
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

来
庁
者
の
多
い
市
役
所
本
館
１
階
お
よ

び
２
階
や
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
は
、

よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
研
修
を
実
施
。
接

遇
の
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り

ま
し
た
。

接
遇
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
職
員
の
接

遇
向
上
に
役
立
て
る
た
め
、
平
成
29
年

11
月
13
日
か
ら
12
月
８
日
ま
で
、
市
役

所
本
館
１
階
お
よ
び
２
階
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
の
窓
口
を
利
用
し
た
皆

さ
ん
に
、
職
員
の
接
遇
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

職
員
の
あ
い
さ
つ
や
身
だ
し
な
み
、

応
対
、
言
葉
遣

い
な
ど
７
項
目

に
つ
い
て
意
見

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

回答者は192人（男性70人・36.5％　女性104人・54.2％　無回答18人・9.3％）小数点第2位以下を四捨五入

接
遇
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

市
で
は
、
よ
り
よ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
接
遇
向
上
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
接
遇
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

職
員
課　

☎
23

－

２
１
１
９

50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

言葉遣い
敬語を適切に使い、専門用語を
使っていなかったか

名札の位置
名札を確認できるように着用して
いたか

身だしなみ
職員の服装の乱れや清潔感はどうか

声の大きさ
窓口応対時の声は聞き取りやすい
大きさだったか

あいさつ時の表情
あいさつする時に優しい表情で
あったか

あいさつ
気持ちの良いあいさつを行ってい
るか

対応の早さ
呼び鈴を鳴らす前に気づいたか

接遇アンケート結果

満足 やや満足 やや不満普通 不満 無回答

72.4

7１.９

６９.８

66.7

71.9

74.5

75.5

4.2 11.5 6.7

5.7 14.1 6.8

4.7 16.7 6.7

8.9 17.7 2.6

8.3 13.5 2.6

2.1

1.1

8.3 10.9

10.4 8.3

3.1

0.5

1.6

3.1

1.6

2.6

1.1

2.1

1.0

0.5

1.0

2.1

1.6

3.6

接遇研修の様子（発声練習）
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青
井
岳
温
泉
な
ど
の
温
泉
施
設
や
、

観
音
池
公
園
、
一
堂
ケ
丘
公
園
、
た

ち
ば
な
天
文
台
な
ど
の
公
的
施
設
を

管
理
運
営
し
て
き
た
４
つ
の
第
三
セ

ク
タ
ー
（
青
井
岳
温
泉
㈱
、
㈱
レ
イ

ク
観
音
、
㈱
く
え
び
こ
山
田
、
高
崎

町
星
の
郷
総
合
産
業
㈱
）
が
４
月
１

日
に
合
併
し
、
「
都
城
ぼ
ん
ち
地
域

振
興
株
式
会
社
」を
設
立
し
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課　

☎
23

－

７
１
６
１

合
併
に
よ
る
効
果

　

今
回
の
合
併
・
新
会
社
発
足
に
よ

り
、
経
営
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
と

と
も
に
、
企
画
・
営
業
力
が
強
化
さ

れ
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
地

域
振
興
に
貢
献
す

る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
各
施
設

の
名
称
や
営
業
時

間
、
料
金
な
ど
の

変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

新
会
社
の
設
立
を
記
念
し
、
「
温

泉
散
策
周
遊
券
」
が
８
０
０
枚
限
定

で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

４
つ
の
温
泉
施
設
（
青
井
岳
温

泉
、
観
音
さ
く
ら
の
里
、
か
か
し
の

里
ゆ
ぽ
っ
ぽ
、
ラ
ス
パ
た
か
ざ
き
）

全
て
で
入
浴
し
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め

る
と
、
希
望
の
温
泉
に
無
料
で
１
回

入
浴
で
き
ま

す
。
計
５
回

入
浴
で
き
る

お
得
な
券
で

す
の
で
、
ぜ

ひ
、
こ
の
機

会
に
利
用
く

だ
さ
い
。

●
販
売
場
所　

青
井
岳
温
泉
、
観
音

さ
く
ら
の
里
、
か
か
し
の
里
ゆ
ぽ
っ

ぽ
、
ラ
ス
パ
た
か
ざ
き

●
販
売
料
金　

１
、２
０
０
円

●
販
売
期
間　

８
月
31
日
㈮
ま
で

●
使
用
期
限　

９
月
30
日
㈰

お
得
な
周
遊
券
を
販
売
！

　

市
の
温
泉
施
設
な
ど
を
管
理
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
が
合
併
し
、

新
会
社
が
発
足
し
ま
し
た
！

NEW

　

私
た
ち
の
生
活
環
境
は
、
一
人
一
人

の
心
掛
け
で
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
活
用
し

て
、
正
し
い
ご
み
の
分
別
を
心
掛
け
、

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

環
境
業
務
課　

☎
24

－

５
５
６
０

●
平
成
30
年
度
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

　

家
庭
ご
み
の
出
し
方
や
分
け
方
、
収

集
日
な
ど
を
詳
し
く
紹
介
し
た
、
平
成

家
庭
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
を
進
め
ま
し
ょ
う

30
年
度
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
発
行

し
ま
し
た
。

　

入
手
が
ま
だ
の
人
は
、
次
の
場
所
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
適
正
な
ご
み
の
分

別
に
活
用
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所　

市
役
所（
１
階
総
合
案
内
、

市
民
課
、
環
境
政
策
課
）
ほ
か
、
使
用

済
み
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
て
い
る
ホ
ー
ム
ワ
イ
ド
プ
ラ
ス
都
城

店（
千
町
）や
イ
オ
ン
都
城
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー（
早
鈴
町
）、H
E
A
R
T
Y

な
が
や
ま
（
鷹
尾
店
、
都
北
店
）
な
ど

ごみの種類 主なもの

燃やせるごみ
（指定袋使用）

・生ごみは水気を切る　・金属は取り除く
・土砂は取り除く

燃やせないごみ
（指定袋使用）

・割れた茶碗などは、紙に包んで指定袋に入れて出す
・ブロックやがれき、焼却灰は、最終処分場に持ち込む

資源ごみ
・すすぎ洗いし、中に異物を入れない
・ペットボトルはリサイクルマークがあるもののみ
・色付きトレイは、燃やせるごみで出す

有害ごみ

・割れた蛍光灯は、燃やせないごみで出す

危険ごみ

・空にして出す。ライターは使い切る
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プ
ロ
の
技
術
に
触
れ
る

プ
ロ
野
球
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

ク
ス
の
Ｏ
Ｂ
が
小
学
校
を
訪
問

し
、
野
球
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン

が
２
月
20
日
、
中
霧
島
小
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新あ
ら

垣が
き

渚
さ

ん
ら
元
プ
ロ
野
球
選
手
３
人
が
、

ボ
ー
ル
の
投
げ
方
や
打
ち
方
な

ど
を
指
導
。
児
童
ら
は
、
間
近

で
見
る
プ
ロ
の
技
術
に
歓
声
を

上
げ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
矢
野
竜り
ゅ
う

侍じ

さ
ん（
３
年
生
）

は
「
プ
ロ
で
活
躍
し
た
選
手
は

大
き
く
て
か
っ
こ
い
い
。
野
球

を
あ
ま
り
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

を
た
く
さ
ん
教
え
て
も
ら
え

た
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し

た
。

海
を
越
え
て
国
際
交
流

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
州
立
バ
ー
ペ
ン
ガ

リ
ー
中
等
学
校
（
Ｂ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）

の
生
徒
６
人
と
、
高
城
中
学
校

の
生
徒
11
人
が
２
月
20
日
、
テ

レ
ビ
会
議
で
国
際
交
流
す
る
授

業
を
行
い
ま
し
た
。授
業
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
中
学
生
海
外
交
流

事
業
で
Ｂ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
を
訪
問
し
た

生
徒
も
参
加
。
互
い
の
学
校
生

活
や
食
・
伝
統
文
化
を
紹
介
し

て
、
質
問
し
合
い
な
が
ら
交
流

し
ま
し
た
。文
化
祭
や
運
動
会
、

百
人
一
首
の
活
動
な
ど
を
英
語

で
紹
介
し
た
安
田
凌り
ょ
う

さ
ん
（
３

年
生
）
は
「
写
真
を
使
っ
て
、

自
分
た
ち
の
普
段
の
様
子
を
伝

え
ら
れ
て
良
か
っ
た
」
と
手
応

え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

は
ば
た
く
！　

都
城
の
６
次
化
商
品

平
成
29
年
度
６
次
産
業
化
新

商
品
発
表
会
が
２
月
20
日
、
市

役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市

内
外
で
の
新
商
品
の
認
知
度
向

上
と
販
売
増
を
図
ろ
う
と
、
は

ば
た
け
都
城
六
次
産
業
化
推
進

協
議
会
が
企
画
。
今
回
は
、
４

事
業
者
が
試
行
錯
誤
を
重
ね
て

開
発
し
た
新
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
後
、
試
食
会

を
行
い
ま
し
た
。
新
商
品
を
試

食
し
た
池
田
市
長
は
「
お
い
し

い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
安
心
・
安

全
に
こ
だ
わ
っ
た
消
費
者
目
線

の
商
品
ば
か
り
」
と
太
鼓
判
を

押
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
発
表

さ
れ
た
新
商
品
も
含
め
、
６
次

産
業
化
商
品
は
、
道
の
駅
「
都

城
」
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

高城中学校　テレビ会議で国際交流授業

６次産業化新商品発表会

さ
ら
に
お
い
し
く
な
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
ポ
ー
ク

豚
肉
の
生
産
か
ら
精
肉
・
加

工
品
の
販
売
ま
で
行
う
観
音
池

ポ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
（
高
城
町
）

が
２
月
15
日
、
笹
サ
イ
レ
ー
ジ

を
与
え
た
「
観
音
池
ポ
ー
ク
」

を
河
野
知
事
や
池
田
市
長
ら
約

１
０
０
人
の
参
加
者
に
披
露
し

ま
し
た
。
放
置
竹
林
が
社
会
問

題
と
な
る
中
、
大
和
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
㈱
（
高
崎
町
）
が
、
竹
を

発
酵
さ
せ
飼
料
と
し
て
活
用
す

る
笹
サ
イ
レ
ー
ジ
を
生
産
。
そ

れ
を
餌
に
加
え
、
育
て
た
豚
の

肉
質
が
良
く
な
り
、
今
回
の
発

表
と
な
り
ま
し
た
。
馬
場
通
代

表
は
「
笹
サ
イ
レ
ー
ジ
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
グ
レ
ー
ド
の
高

い
豚
肉
を
生
産
で
き
る
」
と
誇

ら
し
げ
に
話
し
ま
し
た
。

笹サイレージを与えた観音池ポーク発表会

大淀川環境大学

保
全
活
動
を
学
び
実
践
に
つ
な
げ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
都
城
大
淀
川
サ

ミ
ッ
ト
が
主
催
す
る
大
淀
川
環

境
大
学
が
２
月
16
日
と
17
日
、

川
の
駅
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

河
川
環
境
や
川
の
文
化
な
ど
を

学
び
、
河
川
浄
化
な
ど
を
実
践

す
る
人
を
養
成
す
る
目
的
で
開

催
さ
れ
た
こ
の
講
座
。
17
日
の

講
座
に
は
、
市
民
ら
約
30
人
が

参
加
し
、
企
業
や
行
政
な
ど
が

実
践
し
て
い
る
環
境
保
全
活
動

の
発
表
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
同
法
人
の
枩ま
つ

下し
た

信の
ぶ

芳よ
し

理
事
長
は
「
多
く
の
人
に
大

淀
川
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
取
り

組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

中霧島小学校　キャッチボールキャラバン
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制
度
を
知
っ
て
も
ら
い
共
に
Ｐ
Ｒ

ふ
る
さ
と
納
税
市
民
向
け
イ

ベ
ン
ト
「
日
本
一
の
肉
と
焼
酎

ま
つ
り
」
が
２
月
24
日
、
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
27
・
28
年
度

の
寄
附
件
数
・
寄
附
金
額
が
日

本
一
と
な
っ
た
本
市
の
ふ
る
さ

と
納
税
。
そ
の
取
り
組
み
や
寄

附
の
使
い
道
、
返
礼
品
の
魅
力

を
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
目
的

で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
会

場
は
多
く
の
家
族
連
れ
ら
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
担
当
の
野
見

山
修
一
主
幹
は
「
都
城
の
ふ
る

さ
と
納
税
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

市
と
一
緒
に
市
民
の
皆
さ
ん
も

全
国
に
P
Ｒ
し
て
ほ
し
い
」
と

期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

夢
の
選
択
肢
を
広
げ
る

企
業
経
営
者
の
話
を
聞
く「
夢

見
る
課
外
授
業
」が
３
月
12
日
、

沖
水
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
と
都
城
商
工
会
議
所
、
宮
崎

県
中
小
企
業
家
同
友
会
が
、
市

内
の
中
学
・
高
校
生
に
地
元
企

業
や
創
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
い
、
職
業
選
択
の
際

に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
開
催
。

今
回
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作

な
ど
を
行
う
Ｔ
Ｎ
Ａ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
㈱
の
竹
原
英

男
代
表
取
締
役
が
、
創
業
の
苦

労
や
楽
し
さ
な
ど
を
講
演
し
ま

し
た
。
竹
原
さ
ん
の
「
今
や
り

た
い
こ
と
を
全
力
で
や
ろ
う
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
生
徒

ら
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

地
域
の
課
題
を
み
ん
な
で
解
決
！

高
齢
化
や
過
疎
な
ど
の
問
題

に
直
面
す
る
地
域
を
元
気
付
け

よ
う
と
3
月
11
日
、
高
城
町
有

水
で
高
齢
者
宅
の
家
具
固
定
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
学
校
運
営
協

議
会
や
小
・
中
学
生
の
保
護
者

な
ど
で
組
織
す
る
、
有
水
の
将

来
を
考
え
る
会
が
企
画
。
小
・

中
学
生
や
地
域
住
民
40
人
が
参

加
し
て
、
17
戸
の
高
齢
者
宅
を

訪
問
し
、
地
震
の
際
に
転
倒
の

危
険
が
あ
る
寝
室
の
家
具
な
ど

を
、
滑
り
止
め
と
金
具
で
固
定

し
ま
し
た
。
実
行
委
員
の
有
馬

政
彦
さ
ん
は
「
普
段
か
ら
住
民

同
士
が
顔
を
合
わ
せ
れ
ば
、
協

力
意
識
が
生
ま
れ
る
。
日
ご
ろ

の
協
力
が
災
害
時
に
生
か
さ
れ

る
」と
力
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

益田玉城「姫街道」の寄贈

日本一の肉と焼酎まつり

沖水中学校　夢見る課外授業

高齢者宅の家具固定

子
ど
も
が
主
役
の
触
れ
合
い
イ
ベ
ン
ト

福
祉
の
つ
ど
い
「
子
ど
も
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
２
月
25
日
、

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
山
田
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
が
企
画
し
、
11

回
目
の
開
催
と
な
っ
た
同
イ
ベ

ン
ト
。
町
内
の
小
・
中
学
生
の

意
見
発
表
や
山
田
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
、
秋
田
県
潟
上
市

と
の
学
校
間
交
流
報
告
、ス
テ
ー

ジ
発
表
な
ど
に
、
地
域
住
民
ら

が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。
新
穂
美

代
子
実
行
委
員
長
は
「
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
例
年
以
上
の
大

盛
況
。子
ど
も
が
幸
せ
な
ら
ば
、

地
域
全
体
が
幸
せ
を
テ
ー
マ
に
、

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
」
と
手
応
え

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

福祉のつどい「子どもフェスティバル」

美
術
館
の
充
実
に
寄
与

柳
田
喜
美
子
さ
ん
（
東
町
）

が
２
月
23
日
、
本
市
出
身
の
日

本
画
家
・
益
田
玉ぎ
ょ
く

城じ
ょ
う

が
描
い
た

び
ょ
う
ぶ
絵
「
姫
街
道
」
を
市

に
寄
贈
し
ま
し
た
。
玉
城
と
親

交
の
あ
っ
た
柳
田
さ
ん
の
祖
父
・

山
内
哲て
っ

正し
ょ
う

さ
ん
が
依
頼
し
、
１

９
３
２
年
に
制
作
さ
れ
た
こ
の

び
ょ
う
ぶ
絵
。
前
年
の
帝
展
で

入
選
し
た「
姫
街
道
」を
元
に
、

湖
畔
を
歩
く
婦
人
ら
の
姿
や
富

士
山
な
ど
が
色
鮮
や
か
に
描
か

れ
た
名
画
で
す
。
柳
田
さ
ん
は

「
実
家
で
宝
物
と
し
て
大
切
に

し
て
き
た
こ
の
絵
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
広
く
鑑
賞
し
て
も
ら

い
、
市
立
美
術
館
の
充
実
に
貢

献
で
き
た
ら
う
れ
し
い
」
と
目

を
細
め
て
い
ま
し
た
。
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昨
年
12
月
に
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た

全
九
州
高
校
総
合
文
化
祭
の
弁
論
部
門

で
、
都
城
聖
ド
ミ
ニ
コ
学
園
高
等
学
校

１
年
の
狩
長
英
里
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

同
文
化
祭
は
、
九
州
各
県
の
高
校
生

に
芸
術
・
文
化
活
動
の
総
合
的
な
発
表

の
場
を
提
供
し
、
活
動
へ
の
参
加
意
欲

を
高
め
、
創
造
的
な
人
間
を
育
成
す
る

目
的
で
、
昨
年
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
書
道
や
美
術
工
芸
、
吹
奏
楽
な
ど

12
部
門
に
各
県
の
代
表
が
参
加
。
日
ご

ろ
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

狩
長
さ
ん
が
出
場
し
た
弁
論
部
門
に

は
、
学
校
生
活
や
部
活
動
な
ど
を
通
し

て
経
験
し
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
な
ど

を
テ
ー
マ
に
25
人
が
出
場
。
狩
長
さ
ん

は
、
自
身
の
経
験
を
ま
と
め
た
「
考
え

方
を
シ
フ
ト
す
る
」
と
い
う
演
題
で
意

見
を
発
表
し
ま
し
た
。
内
容
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
表
現
力
が
高
く
評
価
さ
れ
、

見
事
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
。「
会
場
に

は
地
元
の
高
校
生
な
ど
た
く
さ
ん
の
人

が
い
た
の
で
、
と
て
も
緊
張
し
た
」
と

大
会
を
振
り
返
り
、「
内
容
や
表
現
が

優
れ
て
い
る
と
感
心
す
る
人
が
た
く
さ

ん
い
た
。
結
果
発
表
を
聞
い
た
と
き
は

び
っ
く
り
し
た
が
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
」
と
喜
び
を
話
し
ま
す
。

狩
長
さ
ん
の
弁
論
「
考
え
方
を
シ
フ

ト
す
る
」
は
、
自
身
が
い
じ
め
に
遭

い
、
そ
こ
か
ら
立
ち
直
っ
た
経
験
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
中
学
時
代
に
さ
さ

い
な
こ
と
が
き
っ
か
け
で
い
じ
め
に
遭

い
、
一
時
期
は
死
ぬ
こ
と
を
考
え
る
ほ

ど
悩
ん
だ
狩
長
さ
ん
。
そ
の
状
況
か
ら

救
っ
て
く
れ
た
の
は
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

か
ら
掛
け
ら
れ
た
「
み
ん
な
に
好
か
れ

な
く
て
も
、
英
里
さ
ん
の
こ
と
を
好
き

で
い
て
く
れ
る
人
と
楽
し
く
過
ご
せ
ば

い
い
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。

こ
の
言
葉
が
き
っ
か
け
で
「
い
わ
れ

の
な
い
悪
口
な
ん
か
に
振
り
回
さ
れ
る

の
は
や
め
よ
う
。
相
手
に
し
な
け
れ
ば

い
い
ん
だ
」
と
考
え
方
が
変
わ
り
、
心

に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
話
す
こ
と
で
い
じ
め
で
悩
む
人
の

力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
、
今
回
意
見
を

発
表
し
ま
し
た
。

放
課
後
を
利
用
し
て
、
弁
論
の
練
習

に
励
ん
だ
狩
長
さ
ん
。「
伝
え
た
い
と

こ
ろ
を
ゆ
っ
く
り
と
大
き
な
声
で
、
相

手
の
目
を
見
て
訴
え
る
よ
う
に
話
す
こ

と
を
心
掛
け
た
。
ま
た
、
練
習
を
重
ね

る
に
つ
れ
て
話
す
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し

な
が
ら
話
す
よ
う
に
し
た
」
と
話
し
ま

す
。今

年
８
月
に
長
野
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
総
合
文
化
祭
に
向
け
て
準
備
を
進

め
る
狩
長
さ
ん
。「
私
の
発
表
を
聞
い

て
、
今
悩
ん
で
い
る
人
が
少
し
で
も
前

向
き
に
な
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

第 1 回全九州高校総合文化祭　弁論部門 
（第67回九州高等学校弁論大会）

最優秀賞受賞

狩
か り

長
な が

　英
え

里
り

さん
（都城聖ドミニコ学園高等学校１年）
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悩んでいる人の心に届くよう
自分の経験を真っすぐに伝える
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再確認！　プラスチックとビニールごみは、燃やせるごみです

・
海
外
交
流
に
熱
意
が
あ
り
、
帰
国
後
も

体
験
を
生
か
し
、
活
発
な
交
流
活
動
が

期
待
で
き
る

・
協
調
性
に
富
み
、
規
律
あ
る
団
体
行
動

が
で
き
る

・
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
海
外
派
遣
事

前
研
修
会
お
よ
び
事
後
研
修
会
に
全
て

参
加
で
き
る

・
過
去
に
市
費
に
よ
る
海
外
派
遣
を
経
験

し
て
い
な
い

●
募
集
人
数　

20
人

●
負
担
金　

１
人
12
万
円
（
交
通
費
、
現

地
滞
在
費
の
３
分
の
１
相
当
額
）

※
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
費
、
任
意
の
海
外
旅

行
傷
害
保
険
料
、
電
話
料
金
な
ど
個
人

的
性
質
の
諸
費
用
、
疾
病
や
事
故
な
ど

に
よ
り
途
中
で
帰
国
す
る
場
合
の
費
用

は
自
己
負
担

●
申
込
方
法　

４
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
申

請
書
類
を
在
籍
す
る
中
学
校
に
提
出

※
申
請
書
類
は
各
中
学
校
で
始
業
の
日
以

降
に
配
布

　

学
校
教
育
課　

☎
23

－

９
５
４
４

都
城
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
員

●
活
動
期
間　

５
月
～
平
成
31
年
２
月
の

原
則
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

●
時
間　

13
時
30
分
～
17
時

●
場
所　

カ
ン
ガ
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ（
年
見
町
）

●
対
象
・
定
員　

市
内
お
よ
び
三
股
町
内

の
小
学
３
～
６
年
生
・
60
人

●
参
加
費　

年
間
４
、３
０
０
円

●
そ
の
他　

ク
ラ
ブ
で
指
導
す
る
メ
ン
バ
ー

も
募
集
し
て
い
ま
す

市
長
と
ス
マ
イ
ル
ラ
ン
チ

参
加
グ
ル
ー
プ

●
対
象　

市
内
に
在
住
す
る
、
職
場
や
近

所
の
仲
間
、
友
人
な
ど
、
５
人
以
上
８
人

未
満
の
グ
ル
ー
プ

●
日
時

月
～
金
曜
日
の
12
時
～
12
時
45
分

●
場
所　

市
長
室

●
費
用　

１
人
５
０
０
円
（
弁
当
代
）

●
応
募
方
法　

申
込
書
と
参
加
者
名
簿
を
、

会
食
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
秘
書
広

報
課
に
提
出

※
申
込
書
は
、
秘
書
広
報
課
、
市
役
所
本

館
１
階
総
合
案
内
、
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

取
得
で
き
ま
す
。
な
お
、
苦
情
や
陳
情

を
受
け
付
け
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
参
加
者

　

海
外
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
現
地
学
校

で
の
授
業
、
英
語
レ
ッ
ス
ン
な
ど
へ
の
参

加
を
希
望
す
る
中
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
派
遣
期
間　

８
月
２
日
㈭
～
８
日
㈬

●
派
遣
先　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
州
立
学
校

●
対
象　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
生
徒

・
市
内
に
居
住
し
て
い
る

・
海
外
で
の
団
体
行
動
お
よ
び
生
活
体
験

に
耐
え
ら
れ
る
心
身
を
有
し
て
い
る

　

４
月
以
降
に
各
小
学
校
で
配
布
す

る
申
込
書
に
記
入
し
、
４
月
４
日
㈬
～
20

日
㈮
に
各
学
校
の
担
任
ま
た
は
都
城
少
年

少
女
発
明
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
中
原
）

☎
０
９
０

－
４
５
８
７

－

０
７
９
５

非
常
勤
嘱
託
職
員

●
業
務
内
容　

給
食
配
送
車
運
転
業
務

●
定
員　

１
人

●
勤
務
地　

山
之
口
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

●
雇
用
期
間　

６
月
15
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日　

※
更
新
あ
り

●
勤
務
時
間　

隔
週
月
～
金
曜
日
の
９
時

30
分
～
15
時
30
分
（
週
12
・
５
時
間
）

●
賃
金　

日
額
５
千
円

　

履
歴
書
を
４
月
20
日
㈮
ま
で
に
山

之
口
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
57

－

２
２
４
２

早
水
あ
や
め
ま
つ
り

●
日
時　

４
月
29
日
㈰

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時

●
場
所　

早
水
公
園
多
目
的
広
場

※�
雨
天
時
は
、
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー

●
内
容　

あ
や
め
音
頭
の
総
踊
り
、
ジ
ャ

ン
カ
ン
馬
踊
り
の
披
露
、
抽
選
会
、
ス
ケ
ッ

チ
大
会
、
ア
ヤ
メ
苗
の
無
料
配
布
な
ど

　

早
水
あ
や
め
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局　

☎
23

－

２
８
９
０
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都
城
島
津
邸
五
月
人
形
展

●
日
程　

４
月
24
日
㈫
～
５
月
27
日
㈰

●
場
所　

都
城
島
津
邸
本
宅

●
観
覧
料　

小
学
生
以
上
１
０
０
円

※
本
宅
の
観
覧
料

　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
宮
崎
県
え
び
ね
連
合
会
展
示
大
会（
無
料
）】

●
日
時　

４
月
20
日
㈮
～
22
日
㈰　

９
時
～

※
20
日
㈮
は
12
時
～

●
場
所　

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　

都
城
え
び
ね
協
会
（
増
田
）

　
　

☎
０
９
０

－

１
９
２
６

－

８
７
８
３

【
キ
マ
グ
レ
サ
ー
カ
ス
】

●
日
時　

５
月
19
日
㈯　

19
時
～

●
場
所　

三
股
町
第
７
地
区
分
館（
予
定
）

●
そ
の
他　

会
員
制
（
月
１
、２
０
０
円
）

※
当
日
入
会
も
可

　

み
や
こ
の
じ
ょ
う
子
ど
も
劇
場（
今
村
）

　
　

☎
０
９
０

－

３
６
６
８

－

７
７
５
８

【
歴
史
講
演
会　

西
郷
隆
盛
よ
も
や
ま
話

し
（
無
料
）】

●
日
時　

５
月
19
日
㈯　

15
時
～

●
場
所　

ホ
テ
ル
中
山
荘
（
松
元
町
）

　

南
九
州
文
化
研
究
会
（
山
下
）　

　
　

☎
０
９
０

－

８
２
２
７

－

３
８
５
２

【
宮
崎
県
大
衆
音
楽
祭
】

●
日
時　

５
月
20
日
㈰　

10
時
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

大
人
千
円

　
　
　
　
　

小
学
生
以
下
５
０
０
円

　

都
城
歌
謡
会
・
協
会
（
岡
元
）

　
　

☎
24

－
３
９
９
６

笛
水
ウ
オ
ー
ク
（
約
８
㌔
）

●
日
時　

４
月
29
日
㈰　

８
時
30
分
～

●
集
合
場
所　

笛
水
小
中
学
校

●
定
員　

50
人　

※
要
申
し
込
み

●
参
加
費　

中
学
生
以
上
２
千
円
、
小
学

生
千
円　

※
昼
食
代
含
む
。
未
就
学
児
無
料

　
茅か

や

葺ぶ

き
の
里
笛
水　

☎
62

－

１
５
１
５

番
所
巡
り
、
山
菜
採
り
ハ
イ
キ
ン
グ

●
日
時　

５
月
５
日
㈯　

８
時
30
分
～

●
集
合
場
所　

青
井
岳
温
泉
入
口
広
場

●
定
員　

50
人　

※
要
申
し
込
み

●
参
加
費　

千
円（
昼
食
代
、保
険
料
含
む
）

※
飲
み
物
と
山
菜
を
入
れ
る
袋
を
持
参

　

５
月
２
日
㈬
ま
で
に
青
井
岳
の
森

ふ
れ
あ
い
交
流
実
行
委
員
会
（
前
田
）

☎
57

－

２
４
６
４

中心市街地中核施設

M
ま る ま る

allmall
開館記念イベント

◎問い合わせ　商工政策課　☎ 23ｰ2983
記念式典
●日時　 4月28日㈯　10 時～
●場所　新図書館正面玄関周辺

基調講演、パネルディスカッション（無料）
●日時　 4月28日㈯　10時50分～
●場所　ウエルネス交流プラザ
●定員　150人
●内容　中心市街地再生や新図書館の未来像について

図書館イベント（無料）
【みやこのじょう　つながり発酵展】
●日時　 4月28日㈯～ 5月27日㈰　 9時～21時
【映画上映「森聞き」「よみがえりのレシピ」】
●日時　 4 月29日㈰・30日㈪、5月 3日㈭・4日㈮
9時 30 分～、12 時～、14 時 30 分～、17 時～
※17時上映は 4月29日㈰と 5月 3日㈭のみ
●定員　50人　※先着順
【作家・塩野米

よね

松
まつ

さんの講演会】
●日時　 4 月30日㈪　17時～19時
●定員　100人　※先着順
【こどものにわ主宰櫛

くし

田
だ

拓哉さんのトークイベント】
●日時　 5 月 6 日㈰　14時～15時30分
●定員　100人　※先着順

まちなか広場イベント
●日時　 4 月28日㈯～ 5月 6日㈰　10時～
●内容　マルシェ、ステージイベントなど
※一部変更になる場合があります

4月28日㈯

開 館
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

詳
し
く
は
各
法
人
に
問
い
合
わ
せ
る

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
】

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
人
や

家
族
を
は
じ
め
、誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

●
日
時
・
場
所
・
費
用

毎
週
水
・
金
曜
日　

10
時
～
15
時　

オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ
（
都
北
町

５
５
３
１
番
地
）　

昼
食
３
０
０
円
、
お
や

つ
・
飲
み
物
２
０
０
円　

※
初
め
て
利
用
す
る
人
の
み
要
申
し
込
み

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ

　
　
　

☎
38

－

８
０
３
３

【
婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む
主
催
】

●
日
時
・
場
所
・
費
用

①
婚
活
お
し
ゃ
べ
り
会

４
／
10
㈫
・
14
㈯
・
17
㈫
・
21
㈯
・
28
㈯

19
時
～
22
時　

エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ
（
中
町

13
街
区
10

－

２
） 　

５
０
０
円

※
要
申
し
込
み

②
お
れ
流
・
わ
た
し
流
の
お
友
だ
ち
づ
く

り
し
ま
せ
ん
か
（
無
料
）

毎
週
月
・
火
・
金
・
土
・
日
曜
日　

14
時

～
19
時　

エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ

③
婚
活
支
援　

お
食
事
会

４
／
24
㈫　

19
時
30
分
～　

実
費　

※
要
申
し
込
み
。
場
所
は
別
途
通
知

※
①
は
６
カ
月
５
千
円
の
会
員
登
録
が
必
要

　

婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む（
黒
木
）

☎
０
７
０

－

５
５
３
０

－

７
９
６
４

【
も
み
じ
サ
ロ
ン
】

●
日
時　

４
月
11
日
㈬
・
25
日
㈬
、
５
月

９
日
㈬　

11
時
～
15
時

●
場
所　

ビ
助
っ
人

　
　
　
　
（
志
比
田
町
３
３
６
２

－

２
）

●
費
用　

３
０
０
円
（
昼
食
を
希
望
す
る

人
は
５
０
０
円
）　

※
要
申
し
込
み

　

ビ
助
っ
人　

☎
57

－

７
７
４
４

【
シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
主
催
】

●
日
時
・
場
所
・
費
用

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
産
後
の
骨
盤
調
整

４
／
13
㈮　

10
時
～　

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｉ
Ｋ

Ｉ
（
郡
元
町
２
７
０
０
番
地
）　

千
円

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

４
／
18
㈬　

14
時
～　

宮
丸
こ
ど
も
園　

５
０
０
円

親
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

５
／
９
㈬　

11
時
～　

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｉ　

千
円

※
要
申
し
込
み
。
動
き
や
す
い
服
装
で
飲

み
物
を
持
参

　

シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
（
福
元
）

☎
０
９
０

－

２
５
１
９

－

６
２
８
２

【
Ｈ
・
Ｐ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
サ
ポ
ー
ト
発
表
会
（
無
料
）】

●
日
時　

４
月
22
日
㈰　

13
時
～

●
場
所　

エ
ム
ズ
ホ
ー
ル
（
乙
房
町
）

　
Ｈ
・
Ｐ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
サ
ポ
ー
ト（
牧
原
）

　
　

☎
０
８
０

－

５
２
１
０

－

８
１
４
４

【
端
午
の
節
句
＆
折
り
紙
展
】

●
日
時
・
場
所
・
費
用

４
／
28
㈯
～
５
／
13
㈰　

10
時
～
16
時

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

高
校
生
以
上
２
０
０
円

小
・
中
学
生
１
０
０
円

※
月
曜
日
は
休
館
。４
月
30
日
㈪
は
開
館
し
、

５
月
１
日
㈫
は
休
館

　

高
城
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
フ

ォ
ー
ラ
ム　

☎
58

－

６
９
０
０

郷ご

中じ
ゅ
う

教
育
体
験
講
座（
全
９
回
）

　

論
語
の
素
読
や
自じ

顕げ
ん

流り
ゅ
う

・
合
気
道
の
稽

古
を
通
し
て
、島
津
の
教
え
「
郷
中
教
育
」

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

５
月
～
12
月
の
原
則
毎
月
第
３

日
曜
日　

10
時
～
15
時

●
場
所　

都
城
島
津
邸
ほ
か

●
対
象　

５
歳
～
中
学
生

●
定
員　

30
人　

※
申
し
込
み
順

●
費
用　

２
千
円

　

５
月
10
日
㈭
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

歴
史
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
会
議（
田
代
）

☎
０
９
０

－

２
３
９
７

－

３
１
２
５

平
成
30
年
度
前
期

親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
全
10
回
）

●
日
時　

５
月
９
日
㈬
～
７
月
25
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日　

10
時
～
12
時

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

体
操
や
ボ
ー
ル
運
動
、
マ
ッ
ト

運
動
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ほ
か

●
対
象　

市
内
在
住
で
、
今
年
度
中
に
２

歳
～
５
歳
に
な
る
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

40
組　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
料　

１
組
３
千
円（
保
険
料
含
む
。

子
ど
も
が
２
人
参
加
の
場
合
は
４
千
円
）

※
申
し
込
み
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場

合
、
参
加
料
は
返
金
で
き
ま
せ
ん

　

５
月
１
日
㈫
ま
で
に
都
城
市
体
育

協
会　

☎
26

－

７
１
３
３



は申し込み、 は問い合わせの略です

21 Miyakonojo City Public Relations 2018.4

障
が
い
者
趣
味
の
教
室（
無
料
）

●
場
所　

総
合
福
祉
会
館

●
対
象　

障
が
い
（
身
体
、
精
神
、
知
的
）

の
あ
る
人

※�
新
規
は
要
申
し
込
み
。
材
料
費
は
実
費

【
書
道
】

●
日
時　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
（
８
月

は
第
４
火
曜
日
の
み
）
10
時
～
11
時
30
分

※
開
講
日
：
４
月
10
日
㈫

【
手
芸
】

●
日
時　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
（
11
月

は
第
２
・
５
木
曜
日
）
10
時
～
11
時
30
分

※
開
講
日
：
４
月
12
日
㈭

　

総
合
福
祉
会
館

　
　
　

☎
23

－

５
１
５
９

応
急
手
当
講
習
（
無
料
）

●
日
時　

４
月
27
日
㈮　

10
時
～
10
時
45
分

●
場
所　

消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

●
対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

●
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

　

消
防
局
警
防
救
急
課

　
　
　

☎
22

－

８
８
８
３

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
）

●
日
時

【
夜
の
部
】　

４
月
24
日
㈫
～
平
成
31
年
３

月
の
毎
週
火
曜
日　

19
時
～
21
時

【
昼
の
部
】　

４
月
26
日
㈭
～
平
成
31
年
３

月
の
毎
週
木
曜
日　

10
時
～
12
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

高
校
生
以
上
で
聴
覚
障
が
い
者

福
祉
に
熱
意
の
あ
る
人

●
費
用　

６
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

　

５
月
31
日
㈭
ま
で
に
手
話
通
訳
者

等
派
遣
セ
ン
タ
ー　

☎
23

－

０
８
８
５

都
城
運
動
公
園
テ
ニ
ス
教
室（
全
10
回
）

【
①
初
心
者
向
け
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
】

●
日
時　

５
月
10
日
㈭
～
８
月
２
日
㈭
の

毎
週
木
曜
日　

９
時
～
11
時

※
毎
月
第
３
木
曜
日
は
除
く

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
定
員　

20
人

●
費
用　

２
千
円

【
②
初
心
者
向
け
ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室
】

●
日
時　

５
月
22
日
㈫
～
７
月
24
日
㈫
の

毎
週
火
曜
日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
体
育
館

●
定
員　

30
人

●
費
用　

２
千
円

　

①
は
５
月
２
日
㈬
ま
で
、
②
は
５

月
12
日
㈯
ま
で
に
都
城
運
動
公
園
管
理
事

務
所　

☎
23

－

７
５
０
２

あ
く
巻
づ
く
り

●
日
時　

４
月
22
日
㈰　

８
時
45
分
～　

●
場
所　

関
之
尾
緑
の
村

●
定
員　

25
人　

※
申
し
込
み
順

●
料
金　

１
、５
０
０
円
（
昼
食
付
き
）

●
持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

ス
リ
ッ
パ
、
マ
ス
ク
、
手
袋

　

関
之
尾
緑
の
村　

☎
37

－

２
９
２
９

　地元の生産者が
直接販売できる場
を設けたいと思い、
昨年 9月に直売所
「ノウフク青果店」
をオープン。自社
生産のシイタケを
はじめ、地域でと

れた旬の野菜や観音池ポークのメンチカツなどを
販売しています。直売所には、休憩スペースも設
置。地元の子どもたちと高齢者の交流の場にもなっ
ています。
　今後は、地元の商工業者と連携して、体験イベ
ントなども実施したいです。

合同会社VERT（ヴェール）
代表社員　牧野　剛志さん

ノウフク青果店
姫城町 29-18
☎ 77－7111
定休日：火・金曜日
https://vert-llc.net

6次産業化に取り組む
事業者を紹介します。
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都
城
高
専
教
養
講
座（
全
10
回
）

●
場
所　

都
城
高
専
専
攻
科
研
究
棟
４
階

【
①
盆
地
細
見
（
地
形
図
で
訪
れ
る
都
城

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
）】

　

地
形
図
を
使
っ
て
、
都
城
の
歴
史
的
な

変
遷
を
探
り
ま
す
。

●
日
時　

５
月
16
日
㈬
～
９
月
５
日
㈬
の

隔
週
水
曜
日　

19
時
～
20
時
30
分

※
開
講
日
：
５
月
９
日
㈬

●
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

●
費
用　

５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

【
②
源
氏
物
語
と
関
連
す
る
漢
文
を
読
む
】

　

源
氏
物
語
や
漢
文
を
読
み
解
き
、
平
安

文
化
や
日
本
語
へ
の
教
養
を
深
め
ま
す
。

●
日
時　

５
月
24
日
㈭
～
７
月
19
日
㈭
、

９
月
27
日
㈭
～
11
月
22
日
㈭
の
隔
週
木
曜

日　

18
時
30
分
～
20
時

●
定
員　

25
人　

※
申
し
込
み
順

●
費
用　

８
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

　

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
を
記
入
し
、

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
①

は
４
月
16
日
㈪
ま
で
、
②
は
４
月
27
日
㈮

ま
で
に
都
城
高
専
（
〒
885

－

８
５
６
７　

吉
尾
町
４
７
３

－

１
）

☎
47

－
１
３
０
６　

FAX 

38

－

１
５
０
８

kikaku@
jim
.m
iyakonojo-nct.ac.jp

都
城
市
陸
上
競
技
協
会
主
催

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

【
①
陸
上
競
技
審
判
員
講
習
会
】

●
日
時　

４
月
21
日
㈯　

16
時
30
分
～

●
対
象　

審
判
員
資
格
を
取
得
し
た
い
人

※
審
判
員
登
録
料
は
３
千
円
程
度
必
要

●
そ
の
他　

競
技
者
と
し
て
日
本
陸
上
競

技
連
盟
へ
の
登
録
を
希
望
す
る
人
は
連
絡

く
だ
さ
い

【
②
小
学
生
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
（
無
料
）】

●
日
時　

４
月
28
日
㈯　

14
時
15
分
～

●
対
象　

市
内
お
よ
び
三
股
町
内
の
小
学

２
～
６
年
生

　

①
は
４
月
18
日
㈬
ま
で
に
、
②

は
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
学
校
名
、

学
年
、
電
話
番
号
を
記
入
し
４
月
21
日
㈯

ま
で
に
メ
ー
ル
で
、
市
陸
上
競
技
協
会

①toriku3451@
yahoo.co.jp

②fukyu@
m
iyariku.org

ロ
コ
モ
予
防
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

４
月
26
日
㈭　

13
時
～

●
場
所　

小
牧
病
院

●
定
員　

30
人　

※
申
し
込
み
順

●
内
容　

ロ
コ
モ
予
防
体
操
、
体
力
測
定

　

小
牧
病
院

☎
０
７
０

－

４
６
９
０

－

７
９
５
５

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
に
提
供
す
る

点
字
図
書
や
録
音
図
書
を
制
作
し
ま
す
。

●
日
時

５
月
９
日
㈬
～
平
成
31
年
３
月
６
日
㈬

【
点
訳
（
全
22
回
）】

第
２
・
４
水
曜
日　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

【
音
訳
（
全
24
回
）】

毎
週
水
曜
日
（
第
３
水
曜
日
を
除
く
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

18
歳
以
上
で
、
講
座
修
了
後
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
人

※
点
訳
の
場
合
は
、
パ
ソ
コ
ン
が
必
要

●
教
材
費　

点
訳
１
、２
０
０
円

　
　
　
　
　

音
訳
千
円

　

５
月
２
日
㈬
ま
で
に
点
字
図
書

館　

☎
26

－

１
９
４
８

各
種
検
定
試
験

●
試
験
会
場　

都
城
商
工
会
館

【
①
簿
記
（
１
～
３
級
）】

●
試
験
日　

６
月
10
日
㈰

●
受
験
料　
（
１
級
）７
、７
１
０
円（
２
級
）

４
、６
３
０
円
（
３
級
）
２
、８
０
０
円

【
②
珠
算
（
１
～
10
級
）】

●
試
験
日　

６
月
24
日
㈰

●
受
験
料　
（
１
級
）２
、３
０
０
円（
２
級
）

１
、７
０
０
円（
３
級
）１
、５
０
０
円（
４
～
６

級
）千
円（
７
～
10
級
）９
０
０
円

　

①
は
４
月
２
日
㈪
～
５
月
10
日
㈭
、

②
は
４
月
16
日
㈪
～
５
月
23
日
㈬
に
都
城

商
工
会
議
所　

☎
23

－

０
０
０
１

【
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
２
・
３
級
）】

●
試
験
日　

７
月
８
日
㈰

●
受
験
料　
（
２
級
）
６
、４
８
０
円

　
　
　
　
　
（
３
級
）
４
、３
２
０
円

　

４
月
24
日
㈫
～
５
月
25
日
㈮
に

東
京
商
工
会
議
所
検
定
セ
ン
タ
ー

☎
03

－

３
９
８
９

－

０
７
７
７
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子育て支援センター行事予定
◆都城市地域子育て支援センター　☎22-1659
４/13 ㈮
11時～ 誕生会「4月生まれ」

中心市街地中核施設M
ま る ま る

allmall内の子育て世代活動
支援センター「ぷれぴか」に移転するため、4月13
日㈮で閉館します。

◆山之口地域子育て支援センター　☎57-3298 

５/16 ㈬
10時～

育児講座「歯の話」
※要申し込み

毎週金曜日
13時～

消毒の日
「おもちゃをきれいにしよう」

◆山田地域子育て支援センター　☎64-3171
４/13 ㈮
10時30分～

簡単表札作り（銅板レリーフ）
定員：10組　※要申し込み

４/20 ㈮ 
11時～

ジェームスさんと遊ぼう
定員：15組　※要申し込み

４/27 ㈮
10時30分～

ベビーマッサージ
定員：15組　※要申し込み

◆東部地域子育て支援センター　エンゼル　 
☎26-9587

４/25 ㈬
10時30分～

遊びの広場「ままごと、ボールプール
遊び、身体測定」

5 / 2  ㈬
10時30分～

なかよしちび組
「こいのぼり作り」

５/14 ㈪
10時30分～

あっこ先生のことばの部屋
「言語聴覚士による相談会」

◆高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027

４/17 ㈫
10時30分～ こいのぼり作り

４/24 ㈫
10時～

すこやか教室「保健師による身体測
定や育児相談」

５/ ８ ㈫
10時～ 母の日プレゼント作り

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

①
女
性
相
談
員
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

②
こ
こ
ろ
の
相
談

４
月
16
日
㈪　

14
時
～
16
時

③
法
律
相
談
（
前
週
の
水
曜
日
ま
で
に
要
予
約
）

４
月
24
日
㈫　

13
時
～
16
時

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

①
②
は
１
時
間
程
度
、
③

は
30
分
程
度

※
女
性
相
談
員
面
接
相
談
や
法
律
相
談
は
、

事
前
に
聞
き
取
り
と
予
約
が
必
要

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

不
妊
相
談
・
妊
娠
総
合
相
談（
無
料
）

●
場
所　

都
城
保
健
所

●
相
談
・
予
約
電
話　

☎
23

－

４
５
０
４

【
不
妊
相
談
】

不
妊
に
関
す
る
治
療
な
ど
の
面
接
相
談

●
日
時　

第
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

●
相
談
方
法　

面
接　

※
要
予
約

【
妊
娠
総
合
相
談
】

思
い
が
け
な
い
妊
娠
に
関
す
る
悩
み
の
相
談

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
30
分
～
15

時
30
分　

※
祝
日
を
除
く

●
相
談
方
法　

電
話
、
面
接　

※
面
接
の
場
合
は
要
予
約

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話
（
無
料
）

【
こ
こ
ろ
の
電
話
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）】　

☎
０
９
８
５

－

32

－

５
５
６
６

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
19
時

【
都
城
保
健
所
】　

☎
23

－
４
５
０
４

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17

時　

※
祝
日
を
除
く

【
福
祉
課
】　

☎
23

－

２
９
８
０

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17

時　

※
祝
日
を
除
く

虐
待
に
関
す
る
相
談
（
無
料
）

【
こ
ど
も
課
】　

☎
23

－

２
６
８
４

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー（
高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）】　

☎
58

－

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）】　

☎
62

－

４
４
１
１

【
都
城
児
童
相
談
所
】　

☎
22

－

４
２
９
４

【
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
24

時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）



毎月第３日曜日は「家庭の日」
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本
市
の
市
道
の
延
長
は
約
３
、２
０
０
㌔
で
、
本
市
と
宮
城
県
仙
台
市
と
の
間
を
高
速

道
路
で
往
復
で
き
る
ほ
ど
の
長
さ
で
す
。
こ
の
長
大
な
市
道
を
安
全
で
快
適
に
保
つ
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

◎
問
い
合
わ
せ　

維
持
管
理
課　

☎
23

－

２
７
５
２

地
や
事
務
所
に
車
を
乗
り
入
れ
る
た
め
、

歩
道
や
縁
石
の
撤
去
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

道
路
管
理
者
の
許
可
が
必
要
で
す
。な
お
、

工
事
費
用
は
、
全
て
申
請
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

●
段
差
解
消
ブ
ロ
ッ
ク
は
危
険

　

車
道
に
突
き
出
し
た
段
差
解
消
ブ
ロ
ッ

ク
や
鉄
板
は
、
二
輪
車
や
自
転
車
に
よ
る

事
故
の
原
因
と
な
り
、
大
変
危
険
で
す
の

で
、
絶
対
に
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
歩
道
の
切
り
下
げ
や
縁
石
の
撤
去
】

　

歩
道
の
段
差
や
縁
石
は
、
歩
行
者
の
安

全
を
守
る
た
め
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
宅 許可なく設置された看板などは違法です

安
全
で
快
適
な

道
路
環
境
づ
く
り
に
協
力
く
だ
さ
い

　市などの道路管理者は、
道路を安全で快適に利用す
るため、パトロールを実
施し、穴ボコや段差の解
消などを行っています。市
民の皆さんからの連絡にも対応
していますので、次のような場合は、すぐ
に連絡ください。
●道路の破損などの発見
穴ボコや陥没、路肩崩れ、カーブミラーの破損などの異常を見つけ
たとき
●ガードレールなどの破損
交通事故やその他の行為で、カーブミラーやガードレール、縁石な
どを傷付けたり、壊したりしたとき

道路管理者への問い合わせ
【市道】　維持管理課　☎23ｰ2752
　　　　各総合支所産業建設課
【県道、国道10号以外の国道】　都城土木事務所　☎23ｰ4512
【国道10号】　国土交通省 都城国道維持出張所　☎38ｰ0068

道路に異常を見つけたら
連絡ください!

道
路
は
き
れ
い
に
！

　

日
常
生
活
で
利
用
す
る
身
近
な
道
路

は
、
地
域
の
財
産
で
す
。
自
宅
周
辺
の

道
路
の
除
草
や
、
側
溝
の
清
掃
な
ど
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

樹
木
は
適
正
な
管
理
を
！

　

樹
木
が
道
路
に
は
み
出
す
と
、
車
や

歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ
と
な
る
だ
け
で

な
く
、
道
路
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な

ど
を
見
え
に
く
く
し
、
思
わ
ぬ
事
故
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

道
路
管
理
者
は
、
勝
手
に
樹
木
を
切

る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、

自
宅
の
樹
木
を

せ
ん
定
す
る
な

ど
、
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し

ま
す
。

道
路
管
理
者
の
許
可
が
必
要
で
す

【
看
板
、
工
事
用
施
設
な
ど
の
設
置
】

　

道
路
に
看
板
や
露
店
な
ど
を
設
置
し
て

継
続
的
に
使
用
す
る
場
合
は
、
道
路
管
理

者
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
許
可
な
く
設
置
さ
れ
た
看
板
な

ど
は
、
車
や
歩
行
者
の
視
界
や
通
行
を
妨

げ
大
変
危
険
で
す
の
で
、
不
法
設
置
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

注
意
！

　

道
路
に
は
み
出
た
樹
木
や
許
可
な
く

設
置
さ
れ
た
看
板
な
ど
が
一
因
と
な
る

交
通
事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
樹
木

の
所
有
者
や
看
板

な
ど
の
管
理
者

が
、
責
任
を
問
わ

れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
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子
育
て
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

　

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
１
人
で
抱
え

こ
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
中
心
市
街
地

中
核
施
設M

ま

る

ま

る
allm

all
内
）】

☎
36

－

５
６
６
１

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　

☎
58

－

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　

☎
62

－

４
４
１
１

【
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
り
ん
（
10

時
～
19
時　

毎
週
月
・
木
曜
日
は
除
く
）】

☎
45

－

２
１
４
０

【
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ぼ
み
（
24

時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
０
９
８
５

－

78

－

３
７
３
７

消
費
生
活
相
談
（
無
料
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

●
時
間　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

【
弁
護
士
法
律
相
談（
前
々
日
ま
で
に
要
予
約
）】

４
／
12
㈭　

13
時
30
分
～
16
時
30
分　

三
股
町
福
祉
・
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

（
三
股
町
役
場
庁
舎
東
側
）

４
／
27
㈮　

13
時
～
16
時　

都
城
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話

【
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

☎
23

－

７
１
５
４

【
三
股
町
福
祉
・
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
】

☎
52

－

０
９
９
９

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談（
無
料
）

●
場
所　

都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

●
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日　

10
時
～
17
時　

※
祝
日
を
除
く

●
専
門
相
談
（
要
予
約
）

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日　

13
時
～
16
時

【
職
場
・
学
校
・
家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
水
曜
日　

13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
】

毎
週
木
曜
日　

13
時
～
16
時

●
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０

－

３
９
７

－

８
６
８

●
メ
ー
ル
で
の
相
談　

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
～
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

「
ト
ラ
サ
ポ
」
事
業

　

市
内
の
農
業
後
継
者
な
ど
を
対
象
に
、

営
農
活
動
に
必
要
な
車
両
の
購
入
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。要
件
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
農
業
に
専
業

で
従
事
す
る
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

【
新
規
参
入
者
】

申
請
か
ら
３
カ
月
以
内
に
就
農
予
定
、
ま

た
は
就
農
後
２
年
以
内
の
人

【
親
元
就
農
者
】

・
親
族
な
ど
が
経
営
し
て
い
る
農
業
に
従

事
し
て
い
て
、
２
年
以
内
に
家
族
経
営

協
定
を
締
結
し
、
か
つ
経
営
主
で
は
な

い
農
業
後
継
者

・
申
請
日
が
親
族
な
ど
か
ら
経
営
移
譲
を

受
け
た
日
お
よ
び
就
農
し
た
日
か
ら
２

年
以
内
の
認
定
農
業
者
、
ま
た
は
認
定

が
見
込
ま
れ
る
農
業
後
継
者

●
補
助
対
象　

対
象
者
が
本
人
名
義
で
購

入
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
、
ト

ラ
ッ
ク

※
申
請
承
認
前
に
注
文
・
購
入
し
た
車
両

は
対
象
外

●
補
助
金
額　

補
助
対
象
本
体
価
格
の
４

分
の
１
以
内
（
上
限
あ
り
）

※
事
前
審
査
あ
り

　

農
政
課　

☎
23

－

２
７
６
８

芸
術
文
化
事
業
補
助
金

●
対
象　

芸
術
・

文
化
活
動
を
目
的

と
し
、
構
成
員
の

過
半
数
が
市
内
在

住
で
、
主
に
市
内

を
活
動
拠
点
と
す

る
団
体

●
対
象
事
業

①
芸
術
・
文
化
を
担
う
人
材
の
育
成
事
業

②
芸
術
・
文
化
の
研
究
調
査
活
動
事
業

③
芸
術
・
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

事
業

④
文
化
活
動
の
向
上
の
た
め
に
、
外
部
か

ら
講
師
な
ど
を
招
く
事
業

※
学
校
や
企
業
が
行
う
も
の
や
教
室
な
ど

が
行
う
稽
古
・
発
表
会
は
対
象
外

●
対
象
事
業
の
期
間

平
成
31
年
２
月
28
日
㈭
ま
で

　

５
月
10
日
㈭
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
課　

☎
23

－

２
１
３
２

電
気
防
護
柵
・
爆
音
機
の
購
入

費
助
成

●
対
象　

市
内
在
住
で
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
人

●
補
助
対
象　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
、
サ
ル

な
ど
に
よ
る
農
林
作
物
へ
の
被
害
対
策
用

電
気
防
護
柵
お
よ
び
爆
音
機

●
補
助
金
額　

購
入
経
費
の
10
分
の
６
以

内
（
上
限
あ
り
）

※
申
請
多
数
の
場
合
は
選
考
あ
り

　

５
月
25
日
㈮
ま
で
に
森
林
保
全
課

　
　
　

☎
23

－

２
１
５
２
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新
年
度
の
新
し
い
組
織
体
制

　

市
役
所
の
組
織
や
、
事
務
体
制
の
一
部

を
次
の
通
り
見
直
し
ま
し
た
。

●
組
織
の
見
直
し

【
ふ
る
さ
と
産
業
推
進
局
の
設
置
】

　

六
次
産
業
化
と
地
場
産
業
の
振
興
を
強

力
に
推
進
す
る
た
め
、
六
次
産
業
化
推
進

事
務
局
で
所
管
し
て
い
た
業
務
と
、
総
合

政
策
課
で
所
管
し
て
い
た
ふ
る
さ
と
納
税

業
務
、
み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課
で
所
管
し

て
い
た
物
産
振
興
業
務
を
統
合
し
、
ふ
る

さ
と
産
業
推
進
局
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
産
業
推
進
局

　
　

☎
23

－

２
１
９
３

【
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
推
進
室
の
設
置
】

　

２
０
２
６
年
国
民
体
育
大
会
の
会
場
と

な
る
県
立
陸
上
競
技
場
の
整
備
推
進
に
対

応
し
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
関
連
整
備
事
業
を

強
力
に
け
ん
引
す
る
た
め
、
総
合
政
策
部

に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
推
進
室
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
推
進
室

　
　

☎
23

－

２
６
９
６

●
事
務
体
制
の
見
直
し

【
地
縁
団
体
の
認
可
・
証
明
な
ど
の
業
務
】

　

管
財
課
で
所
管
し
て
い
た
地
縁
に
よ
る

団
体
の
認
可
や
証
明
な
ど
の
業
務
を
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
へ
移
管
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

　
　

☎
23

－

７
１
４
６

【
下
水
道
料
金
等
賦
課
業
務
】

　

下
水
道
課
で
所
管
し
て
い
た
料
金
な
ど

の
賦
課
業
務
を
、
上
下
水
道
局
総
務
課
へ

移
管
し
ま
し
た
。

　

上
下
水
道
局
総
務
課

　
　

☎
23

－

４
８
１
０

【
図
書
館
管
理
業
務
】

　

新
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
よ
り
、
図
書
館
資
料
収
集
の
最
終
決

定
と
施
設
管
理
業
務
を
、
生
涯
学
習
課
へ

移
管
し
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－
９
５
４
５

標
準
農
作
業
料
金
と
賃
金
表

　

都
城
北
諸
地
域
の
農
作
業
の
委
託
や
受

託
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
毎
年
、
都
城

北
諸
地
域
農
作
業
料
金
設
定
協
議
会
で
農

作
業
料
金
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
料
金
表
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
農
業
委
員
会

事
務
局
、
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課
、
Ｊ

Ａ
都
城
各
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
23

－

７
８
６
８

農
業
後
継
者
等
支
援
事
業

　

新
た
に
就
農
し
た
人
を
対
象
に
、
就
農

直
後
の
農
業
経
営
費
な
ど
の
一
部
を
支
援

し
ま
す
。
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象

・
市
内
在
住
で
、
申
請
時
に
56
歳
未
満
の

人
・
農
業
に
専
業
で
従
事
す
る
人

【
親
元
就
農
者
】

親
族
な
ど
が
農
業
を
し
て
い
て
、
そ
の
経

営
を
継
承
し
規
模
拡
大
す
る
意
思
が
あ

り
、
申
請
か
ら
３
カ
月
以
内
に
就
農
予
定

ま
た
は
就
農
後
１
年
以
内
で
あ
る
こ
と

【
新
規
参
入
者
】

農
業
を
継
承
す
る
基
盤
が
な
く
、
農
業
で

独
立
自
営
す
る
意
思
が
あ
り
、
申
請
か
ら

３
カ
月
以
内
に
就
農
予
定
ま
た
は
就
農
後

２
年
以
内
で
あ
る
こ
と

●
給
付
金
額
・
給
付
期
間

【
親
元
就
農
者
】

１
カ
月
５
万
円
・
２
年
間

【
新
規
参
入
者
】

１
カ
月
10
万
円
・
２
年
間

　

農
政
課　

☎
23

－

２
７
６
８

体
育
施
設
の
利
用
申
し
込
み

【
都
城
運
動
公
園
体
育
施
設
、
早
水
公
園

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
】

　

利
用
申
請
は
、
一
般
利
用
者
は
利
用
日

前
月
の
１
日
か
ら
、
児
童
・
生
徒
は
利
用

日
前
月
の
20
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
施
設
名
・
連
絡
先

都
城
運
動
公
園
施
設

管
理
事
務
所　

☎
23

－

７
５
０
２

早
水
公
園
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー

管
理
事
務
所

☎
24

－

６
４
５
４

【
総
合
支
所
管
内
の
運
動
公
園
体
育
施
設
、

地
区
体
育
施
設
】

　

体
育
施
設
（
小
・
中
学
校
体
育
館
を
含

む
）
の
利
用
許
可
は
、
地
区
体
育
協
会
な

ど
の
管
理
者
が
行
い
ま
す
。
定
期
的
な
利

用
申
し
込
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
者
が

開
催
す
る
利
用
調
整
会
議
で
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
必
ず
会
議
に
出
席
く
だ
さ
い
。

●
施
設
名
・
連
絡
先

姫
城
地
区
体
育

施
設

姫
城
地
区
公
民
館

☎
46

－

２
６
０
３

妻
ケ
丘
地
区
体

育
施
設

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

☎
23

－

８
５
９
２

小
松
原
地
区
体

育
施
設

小
松
原
地
区
公
民
館

☎
24

－

１
９
０
０

祝
吉
地
区
体
育

施
設

祝
吉
地
区
公
民
館

☎
23

－

２
８
９
０

五
十
市
地
区
体

育
施
設

五
十
市
地
区
公
民
館

☎
23

－

２
１
８
４

横
市
地
区
体
育

施
設

横
市
地
区
公
民
館

☎
25

－

２
２
５
７

志
和
池
地
区
体

育
施
設

志
和
池
地
区
公
民
館

☎
36

－

０
５
１
９

沖
水
地
区
体
育

施
設

沖
水
地
区
公
民
館

☎
38

－

１
０
３
３

庄
内
地
区
体
育

施
設

庄
内
地
区
公
民
館

☎
37

－

０
８
８
８

中
郷
地
区
体
育

施
設

中
郷
地
区
公
民
館

☎
39

－

０
７
１
３

西
岳
地
区
体
育

施
設

西
岳
地
区
公
民
館

☎
33

－

２
０
０
０

下
長
飯
市
民
広

場

下
長
飯
自
治
公
民
館（
相
葉
）

☎
39

－

３
９
５
８

大
岩
田
市
民
広

場

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
23

－

９
５
４
６

今
町
地
区
多
目
的

研
修
集
会
施
設

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
23

－

９
５
４
６

山
之
口
運
動
公

園
体
育
施
設

山
之
口
体
育
館

☎
57

－

２
８
０
０

高
城
運
動
公
園

体
育
施
設

高
城
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
58

－

５
５
１
４

山
田
運
動
公
園

体
育
施
設

都
城
ぼ
ん
ち
地
域
振
興
㈱

山
田
事
務
所

☎
64

－

３
４
５
５

高
崎
総
合
公
園

体
育
施
設

総
合
体
育
館
事
務
所

☎
62

－

４
４
４
８

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　

☎
23

－

９
５
４
６



は申し込み、 は問い合わせの略です
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休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は 17：00 まで

月日 医療機関名 電話番号

4/22
㈰

有馬医院（内・小） 23‒2610
松山医院（内・呼・ﾘｳ） 24‒1046
園田光正内科医院 38‒5115
とまり内科外科胃腸科医院 52‒1135
ならはら皮膚科医院 22‒1455
いそいち産婦人科医院 22‒4585
井上歯科（姫城町） 25‒8573

4/29
㈰

沖水こどもクリニック 27‒5656
村上循環器内科クリニック 25‒2700
戸嶋病院（内） 22‒1437
もりやま脳神経外科（脳） 21‒6888
飯田整形外科クリニック（整） 46‒5115
岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） 51‒1187
井上歯科医院（前田町） 22‒3883

4/30
㈪

児玉小児科 25‒5570
ライフクリニック（内） 39‒2525
坂田医院（内・消・胃） 51‒2003
都北鮫島クリニック（胃・内・外） 38‒6060
花房泌尿器科医院 25‒1177
やの耳鼻咽喉科（耳鼻） 27‒5222
今西歯科クリニック 62‒0108

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-
5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認くださ
い
◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局
4/22 ㈰ ふれあい川東、ひまわり志比田、大光

4/29 ㈰ 沖水、アート、かかりつけ、日研、
サン久保原、ひむか三股

4/30 ㈪ リブ、ひむか都城、みんなの、ケー
アイ都城、ひかり

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
の
廃
棄

　

平
成
27
年
12
月
ま
で
に
宛
名
不
明
な
ど

で
返
送
さ
れ
た
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド

は
、
一
定
の
期
間
が
経
過
し
た
た
め
、
廃

棄
し
ま
す
。
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
、

５
月
18
日
㈮
ま
で
に
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
の
再
交

付
申
請
に
は
、
５
０
０
円
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
新
規
申

請
は
無
料
で
す
。

●
時
間　

月
～
金
曜
日
、
第
２
・
４
日
曜

日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
木
曜
日
は
19
時
ま
で
。
祝
日
は
除
く

●
受
け
取
り
会
場　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
特
設

会
場

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
特
設
会
場

　
　

☎
23

－

２
７
７
４

関
之
尾
緑
の
村

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用
受
付
時
間
の
変
更

　

４
月
１
日
か
ら
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利

用
受
付
時
間
を
８

時
30
分
か
ら
20
時

ま
で
に
変
更
し
ま

す
。
な
お
、
土
・

日
曜
日
お
よ
び
祝

日
は
こ
れ
ま
で
と

同
じ
８
時
30
分
か

ら
17
時
30
分
ま
で

で
す
。

　

関
之
尾
緑
の
村　

☎
37

－

２
９
２
９

市
民
公
益
活
動
支
援
事
業

　

市
民
活
動
団
体
が
自
ら
企
画
・
実
施
す

る
事
業
に
対
し
て
、
事
業
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
団
体

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
団
体

・
市
内
で
市
民
公
益
活
動
を
行
っ
て
い
る

・
継
続
的
に
活
動
し
て
い
て
、
規
約
や
会

則
な
ど
で
代
表
者
や
運
営
の
方
法
を
定

め
て
い
る

・
代
表
者
を
含
む
役
員
が
３
人
以
上
い
る

●
補
助
対
象
事
業

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
事
業

・
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
、
ま
た
は
市

民
公
益
活
動
お
よ
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業

・
年
度
内
に
完
了
す
る
事
業

・
市
の
助
成
制
度
を
受
け
て
い
な
い
事
業

●
補
助
回
数　

年
度
内
１
団
体
に
つ
き
１

回
●
補
助
金
額　

25
万
円
以
内

●
補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
90
㌫
以
内

●
公
開
審
査
会　

５
月
開
催
予
定
の
審
査

会
で
、
採
択
事
業
や
補
助
金
額
を
決
定

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
、
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
、
各
地
区
公
民
館
で
配

布
す
る
所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
４
月
27
日
㈮
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
課　

☎
23

－

７
１
４
６

介
護
用
品
給
付
事
業

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人
を
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
家
族
を
対
象
に
、
介
護
用

品
と
交
換
で
き
る
給
付
券
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
前
期
分
（
４
月
～
９
月
）

は
４
月
２
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
要
件

・
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
４
も
し
く

は
５
と
判
定
さ
れ
た
人
、
ま
た
は
認
定

を
受
け
て
い
な
い
が
同
様
の
状
態
の
人

・
申
請
月
の
初
日
と
申
請
日
の
両
日
と
も

に
在
宅
で
あ
る
（
医
療
機
関
に
入
院
ま

た
は
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
）
人

・
申
請
月
の
前
月
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利

用
日
数
が
月
の
半
分
を
超
え
て
い
な
い

人
●
持
参
す
る
も
の　

介
護
用
品
給
付
申
請

書
（
担
当
介
護
支
援
専
門
員
の
署
名
と
押

印
の
あ
る
も
の
）、
申
請
者
お
よ
び
代
理

人
の
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
を
除
く
）、
要

介
護
者
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

　
　
　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
３
月
号
28
ペ
ー
ジ
「
高
城
郷
土
資

料
館
だ
よ
り
」
の
「
西
郷
隆
盛
の
書
簡
も

展
示
」
内
の
文
章
で
、「
後
藤
家
」
に
保
管

さ
れ
て
い
た
資
料
と
掲
載
し
ま
し
た
が
、

「
吉
田
家
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お

わ
び
し
ま
す
。

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

みやざき医療ナビ



都
城
島
津

「
薩
摩
国
・
日
向
国
・

大
隅
国
図ず

田で
ん

町ち
ょ
う

　
全
」

平
安
時
代
後
期
に
都
城
に
誕
生
し

た
国
内
有
数
の
大
規
模
荘
園
「
島し
ま

津づ
の

荘し
ょ
う

」。こ
の
荘
園
は
鎌
倉
時
代
に
入
っ

て
も
存
続
し
、
元げ
ん

暦り
ゃ
く

２
年
（
１
１
８

５
）、
御
家
人
の
惟こ
れ

宗む
ね

忠た
だ

久ひ
さ（
島
津
忠

久
）
が
島
津
荘
に
管
理
人
と
し
て
着

任
し
ま
し
た
。
そ
の
12
年
後
、
幕
府

は
、
御
家
人
へ
の
税
や
労
働
拠
出
負

担
の
計
算
に
使
用
す
る
目
的
で
、
各

国
の
役
人
に
土
地
の
広
さ
や
持
ち
主

な
ど
を
調
べ
さ
せ
、台
帳
（
図
田
帳
）

を
作
成
し
ま
し
た
。

都
城
島
津
邸
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

こ
の
図
田
帳
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ

て
か
ら
島
津
本
家
の
正
統
な
系
図
の

草
案
を
参
考
に
し
て
書
き
写
さ
れ
た

も
の
で
す
。
こ
の
中
に
「
島し
ま

津づ

院い
ん

」

「
財た
か
ら

部べ

郷ご
う

」
「
三み

俣ま
た

院い
ん

」
な
ど
の
地

名
が
記
さ
れ
、
都
城
盆
地
に
広
が
る

荘
園
の
規
模
だ
け
で
な
く
、
今
と
昔

の
地
名
の
違

い
な
ど
も
知

る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

縄
文
時
代
の
儀
式

（
山
城
第
１
遺
跡
）

　

大
古
の
人
々
は
、
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
、
何
を
思
い
、
何
を
願
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
７
年
と
平
成
12
年
の
調
査
で
発

掘
さ
れ
た
高
城
町
有
水
に
あ
る
山
城
第

１
遺
跡
か
ら
、
約
３
千
年
前
（
縄
文
時

代
後
期
）
の
人
が
行
っ
た
儀
式
の
跡
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
集
落
の
中
の
最
も

高
い
場
所
で
石
の
剣
や
散
乱
し
た
土
器

が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
儀
式
で
、

石
の
剣
を
使
っ
た
り
土
器
を
割
っ
た
り

し
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

儀
式
の
目
的
は
不
明
で
す
が
、「
元

気
な
子
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
」「
食
べ

物
が
た
く
さ
ん
と
れ
る
よ
う
に
」な
ど
、

何
か
を
願
い
、
儀
式
を
行
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

石の剣のまわりに散乱している土器
4月27日㈮～9月2日㈰の期間、都城歴史
資料館企画展「まじないといのり」で展示
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待望の新図書館が
4月28日㈯にオープン！

　新図書館は、旧図書
館の約 3 倍の面積で、
開架書架だけでも20万
冊以上の収容能力を誇
ります。
　また、閲覧用の座席
は500席以上を備え、1
階にはカフェも併設。
ゆったりとした時間を過ごせます。この他、ワクワ
クできるような新しい機能を備えるので、オープン
まで楽しみにお待ちください。
※オープンイベントの情報は19ページをご覧くださ
い

図書館カードを持っていない人
向けの事前登録会
●日時　 4 月10日㈫～ 20日㈮　10：00～15：00
　オープン前に少しだけ
新図書館の中を見ること
ができるので、この機会
に新しい図書館カードを
作りませんか。なお、こ
れまでの貸出カードも引
き続き利用できます。

高城図書館　　●4月1日㈰から開館　　　　　　　●休館日／ ４ 月 ３ 日・10日・15日・17日・24日・29日　●開館時間／ ９ ：30～18：00

図書館だより
◎問い合わせ	 都城市立図書館	 ☎22－0239
	 高城図書館	 ☎58－4224

新しい図書館カード

1階書架イメージ

【施設概要】
●住所　都城市中町16街区15号
●開館時間　9：00～21：00
●休館日　原則無休（臨時休館あり）
●駐車場　隣接の立体駐車場
※図書館利用者は ３ 時間まで無料



　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

QUIZ

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル

◆今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

広報都城

■２月号クイズの結果【応募総数76通】
　◎正解／①キャンプ　②消防　③教育

ク イ ズ

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

問　①平成30年度当初予算
　　　スマイルシティ都城○○予算

答 �
問　②理学療法士を養成する都城○○○○テーショ

ン学院が開校！

答 �
問　③市の温泉施設などを管理する第三セクターが
　　　合併し、都城○○○地域振興株式会社が発足！

答 �

2 月に都城市でモンゴル・日本レスリング交流
会が開催されました。国民栄誉賞を受賞した伊

い

調
ちょう

馨
かおり

選手と2008年北京オリンピック銀メダリストの
松永共

とも

広
ひろ

コーチが、モンゴルの若手選手と県内の
高校生やジュニアレスリングクラブ生に講話や技
術講習を行いました。
モンゴルレスリング連盟は、クラブの選手 4人、
コーチ 1人、団長 1人を派遣。選手たちは、1週
間都城市に滞在し、レスリング交流だけでなく、
都城の自然や日本の伝統文化、郷土料理を楽しん
でいました。
モンゴルと日本は、言葉や文化が違いますが、
共通しているところも多く「お互いを理解しやす
いところが多いね」と選手たちが話していて、日
本とモンゴルの距離が近づくのを感じました。

華
や
か
な
成
人
式
の
様
子
に
、
現
代
の
豊
か
な
幸
せ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
若
い
笑
顔
で
力
い
っ

ぱ
い
の
頑
張
り
が
報
わ
れ
る
社
会
を
み
ん
な
で
作
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
山
田
町
中
霧
島　

Ｍ
・
Ｈ
さ
ん
）

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
、
素
晴
ら
し
い
で

す
ね
。
笑
顔
を
見
て
、
思
わ
ず
自
分
も
ニ
ッ
コ
リ
。

写
真
は
、
こ
ん
な
に
も
感
動
を
与
え
る
も
の
な
の
で

す
ね
。

（
都
原
町　

お
じ
ゃ
る
丸
さ
ん
）

志
布
志
道
路
は
平
成
６
年
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
が
、
記
事
を
読
ん
で
、
よ
り
詳
細
に

理
解
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
身
近
で
便
利
に
な
る
こ

と
も
認
識
し
ま
し
た
。

（
蓑
原
町　

Ｋ
・
Ｉ
さ
ん
）

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
と

武
道
場
が
今
秋
オ
ー
プ
ン
の
記
事
を
読
ん
で
、
全
国

規
模
の
大
会
が
数
多
く
開
か
れ
、
ま
た
、
防
災
活
動

拠
点
に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
の
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
高
城
町
大
井
手　

Ｋ
・
Ｋ
さ
ん
）

人
の
風
景
の
久
留
さ
ん
に
感
動
し
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
人
が
い
る
の
だ
と
、
大
変
う
れ
し

く
胸
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。
心
か
ら
声
援
を
送
り
ま
す
。

（
高
崎
町
前
田　

高
崎
の
す
ん
く
じ
ら
の
黒
ち
ゃ
ん
）

に
寄
せ
ら
れ
た
お
便
り

2月号

Vol.11ルイメド・ソヨルマーさん（モンゴル）
モンゴル・日本レスリング交流会



フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

POST　CARD

8 8 5 8 5 5 562 円切手を
お貼りください

　

商品提供事業者

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  Vol.148  2018年 4 月号）

読者プレゼント今月の

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
　話番号と、わたしの一言や 4月号を読んだ感想を書
　いて　〒885-8555 　秘書広報課まで。正解者の中か
　ら抽選でプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　 4月30日㈪　当日消印有効
◎発表　本紙 6月号
◎2月号当選者　田中初美さん　他 2人

※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募
集しています。詳細については、秘書広報課まで問
い合わせください

都城ぼんち地域振興㈱（高城町石山4195）　☎58-5500

【温泉散策周遊券2枚セット  ５組】

　13ページで紹介した、
新会社の 4つの温泉施設
が楽しめる周遊券をプレ
ゼントします。入浴して
スタンプを集めると、希
望の温泉に無料で 1回入
浴できるお得な券です。

ニンジンとカイワレ大根のおかかサラダ 一日に5皿の野菜料理を食べよう！
※1人分28kcal、塩分0.3g

すり下ろしたショウガや刻んだ青ジソなどを加
えても、おいしく食べられます。

カロテンやカリウムを多
く含むニンジンは、食

物繊維も豊富。カレーや肉じゃがなど、さまざまな料
理で使われる万能野菜です。皮も栄養豊富なので、料
理に使うと、ごみにならず一石二鳥です。

◎問い合わせ　健康課　☎23－2765

●材料（4人分）
　ニンジン…100g　　カイワレ大根…100g
　Ａ【ポン酢しょうゆ…大 1 　ゴマ油…小 1 】
　かつお節（削り）…適量

●下準備
　ニンジン…ヘタを切り取り、４cmの長さに切っ
　　　　　　た後、縦に薄く切り分け、千切りす
　　　　　　る
　カイワレ大根…根元を切り落とし、４cmに切る

●作り方
　①Ａを混ぜ合わせ、ニンジン、カイワレ大根と
　　あえる
　②器に盛り付け、かつお節をかける



編集後記

インフォメーション

都城市現住人口

平成30年3月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,431世帯 （－19） （305）
人口総数 162,703人 （－91）（－974）
男　　性 76,531人 （－20）（－450）
女　　性 86,172人 （－71）（－524）

※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

笑い溢れる伝統芸能「ベブどん」
今年の豊作を祈願するベ

ブどんが２月18日、春日神
社（高木町）で行われまし
た。親方と下男（デカン）が、
田打ちや代かき、種まきを、
時節の話題を折りまぜなが
ら、方言で愉快に演じるこ
の神事。３人の演者のやりとりに、境内は観客の笑い声に満
たされていました。

今月の表紙

スマートフォンから
も市政情報がご
覧になれます

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
市の提供番組紹介

■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」
　毎週月～金曜日　9：49～9：54、1５：５４～1５：５９（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　「みやこんじょジャーナル」※毎回10分間放送
　① 6：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

地域おこし協力隊だより④

新年度がスタートしました。新しい職場や学校で気持ち
を新たに臨むこの季節には、桜が良く似合いますね。母智
丘公園や観音池公園など、都城には桜の名所がたくさんあ
りますが、私のお気に入りは裁判所の桜。その枝ぶりもさ
ることながら、仕事帰りの薄暗い時間帯に街灯に照らされ
る桜は、幻想的でとてもきれいです。この時期だけのぜい
たくな時間に、一日の疲れも吹き飛び、明日も頑張ろうと
いう気持ちにさせてくれます。慣れない環境で慌しい毎日
を過ごすこの時期、皆さんも身近な桜に目を向け、気持ち
をリフレッシュして頑張ってください。（博）

市役所の開庁時間 平日8：30～17：15 ※土・日・祝日は閉庁

■毎週木曜日
　市民課証明窓口は17：15 ～19：00まで夜間対応
■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで
　各種証明書を取得できます（6：30 ～ 23：00）

　地域外の人材を活用し、地域の課題解決に
取り組む「地域おこし協力隊」制度。本市の
隊員の活動を紹介します。

◎問い合わせ　総合政策課　☎ 23-7161

日々の業務
　本市の婚活支援事業を担当し、
婚活支援団体と協力し合って婚
活イベントの告知活動をしてい
ます。イベント集客は難しく、
地道な告知が必要ですが、主催
団体からイベント成功の報告を
もらえると大変うれしいです。
また、二人の思い出に残る「ご
当地婚姻届」を企画・制作しま
したので、結婚の門出に利用し
てもらいたいです。

これから取り組みたいこと
　多くの自治体が婚活イベントを開催していますが、
似かよったイベントが多いのも事実です。婚活支援
団体や婚活応援企業と
意見交換を行い、「参
加したい」と思っても
らえるような質の高い
イベントを企画してい
きたいです。

西山  久
く る み

瑠美さん
（平成29年 8 月着任）

　現在、約1,400人が入会するMJ
チケットクラブ。年会費1,000円
で、チケットの先行購入などが
できるなどお得な特典がありま
す。

【会員特典】
1. 公演情報や広報誌が郵送で届く
2. MJ主催の公演チケットを先行購入できる
3. インターネットでチケットを購入できる
●入会方法　窓口、ファクス、インターネット、郵送
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

ＭＪチケットクラブに入会して
感動のある生活を始めよう！！

　都城出身のプロドラマー・
トシナガイさんによるドラム
講習会。経験や年齢は問わず、
誰でも気軽に参加できます。
この機会にプロのテクニック
を学んでみませんか。
●日時　 4 月 6 日㈮　18：00～21：00
●料金　一般2,000円　学生1,500円　見学500円
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

第87回トシ･ナガイドラムクリニック
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